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狭い門の主題と変奏

狭い門から入りなさい。 滅びに通じる門は

広く，その道も広々として，そこから入る者

が多い。

しかし命に通じる門はなんと狭く，その道

も細いことか。それを見いだす者は少ない。

マタイによる福音書7.13・14(新共同訳， 1999) 

Go in by the narrow door; for wide is the door 

and open is the way which goes to destruction， 

and great numbers go in by it. 

For narrow is the door and hard the road to 

life， and only a small number make discovery 

ofit. (TheBibJeinBasicEngJish， 1949， Cambridge 

University Press) 

狭い門の主題と変奏

小学校英語と GDM

「公立小学校の英語授業j見学記

GDMを取り入れた小学校の英語活動

Gradingの力 Liveの力

吉沢美穂氏「仮定法jの授業を分析する

GDMの効能と効用

GDMで困っていること

GDMで困っていること

発音指導の指針

活動報告

内容

片桐ユズル

BASIC English は850語の狭い門です。多

くのひとびとは語棄とか道具立ては多ければ

多いほどよいと思っています。それが広い道

ですが，なかなかうまくいきませんO たいて

いのひとは状況の数だけ言い方が必要だと思っ

ていますが，状況は無限にあります。それに

対してわたしたちは数少ない道具を選ぴぬき，

それによってほとんどの状況に対応しようと

します。

しかし，これを良い考えだと思い，いきご

んで BASICの門を入ろうとするひともいま

す。しかし入りかけてみると，持って入れな

い身近な語がたくさんあります:chair， car， like， 

want， know， too， next， just， each， etc.， etc.こ

れらは門の外においてこなくてはなりませんO
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中へ持って入れる語でも，狭い通路ですから，

動詞としてやたらに振りまわしたりするとルー

ル違反になります。 Playはあるけど， play 

baseball はだめ， thoughtはあっても thinkして

はいけない， teachingはしても taughtはあり

えない，など，など。これでは，いいたいこ

とは何もいえないじゃないか，と怒りだすひ

とは多いのです。

しかし，ふりかえって思い出してみてくだ

さい。あなたは母語であっても，いいたいこ

とが言えていますか?ことばにならない思い

でいっぱいになり 泣き出してしまったこと

はありませんか?議論で言い負かされ，こと

ばにならない口惜しさでくちびるを噛んだこ

とはありませんでしたか?ことばよりも手が

先に出てしまったことはありませんでしたか?

先生に質問しようにも うまくことばになら

なかったことはありませんか?

BASICだからいいたいことがいえないと

いうよりは，母語ならば自由に使えていると

いう幻想に気づいてほしいのです。言語その

ものの不自由さを BASICは思い知らせてく

れるのです。

ヴィトゲンシュタイン (LudwigWittgenstein， 

1889・1951)は TractatusLogico・Philosophicus

(論理哲学論考)で言語の限界を明らかにし

ようとしましたorへ一言語に限界なんで
あるの?Jと思う人がいるくらい大変な考えだ、っ

た本書を翻訳して英語圏に紹介したのは C.K.

オグデン o 1922年のことで翌 1923年には

『意味の意味jが出ました。ヴイトゲンシユ

タインの有名な前書きで、す:

Was sich uberhaupt sagen lasst， lasst sich 

klar sagen; und wovon man nicht reden kann， 

daruber muss man schweigen. 

What can be said at all can be said clearly; 

and whereof one cannot speak thereof one must 

be silent. (tr. Ogden， 1922) 

what can be said at all can be said clearly， 

and what we cannot talk about we must pass 

over in silence. (tr. Pears & McGuinness， 1974) 

およそ語られうることは明瞭に語られうるO

そして，論じえないことについては，ひとは

沈黙せねばならない。 (訳，野矢茂樹，岩波

文庫， 2003年)

ドイツ語は「何もない」ということについて

語ることができる言語だから「無」を論じる哲

学が発達したと最近どこかで読んだ。それぞ

れの言語はそれぞれ言いあらわすのに得意/

不得意な分野がある。1950年に「日本語は

原爆より強力かも?J という論文で Professor

Emilio Aquinaldo Lanirは日本語はとらえど

ころがないゆえに ことばと物を同一視しな

いですむと評価した(YuzuruKatagiri， "Is the 

Japanese Language More Powerful than the 

Atomic Bomb? or 'Elephant Is a Long Nose，'" 

Kyoto Joumal， No. 29， 1995.)。

われわれは母語によって敷かれた線に沿っ

て自然を分割する O 現象世界からわれわれが

取り出す分類とか特徴といったものは，そこ

に厳然、として存在するものではなくて，世界

は印象のカレイドスコープ的な流動体として

感覚されるものだから それは精神によって

秩序づけられなくてはならない。これは主と

して言語システムによって行われる O われわ

れは自然を分割し，それを概念にまとめ，意

味づけをするがそれをする仕方は自分の属

する言語共同体において共通して一致したも

のである O …この共通理解は暗黙のもので

明文化されていないが絶対的強制力をもっ

ている(Be吋amin Lee Whorf， "Science and 
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Linguistics，" 1940.訳，ユズル)。

詩人はすでに自国語だけの不便を感じてい

た。T.S.エリオット (T.S.Eliot， 1888・1965)は

1922年に外国語まじりで 『荒地jを出した。

現代詩の大先輩エズラ・バウンド(EzraPound， 

1885・1972)は自国語だけに閉じこもる文学教

育の不毛にがまんできなかった:

人間の叡知の総体は どれか一つの言語に

込められているわけではない。そしてどの一

つの言語も，人間の知識のいっさいの形態と

いっさいの度合いを表現する能力はもってい

ない。…

人びとは，ある一つの言語に「定着Jしてい
る考えを擁護することに狂信的なくらいの情

熱を見せる O 概して，その考えは「その国(ど

の国であれ)の偏見Jである。
さまざまに異なる風土さまざまに異なる

欲求，さまざまに異なる自発性，さまざまに

異なる不得意，さまざまに異なる衝動と嫌悪

感の群れのあいだのさまざまに異なる比率，

さまざまに異なる喉の構造をもっている。そ

してこうしたものがすべて言語に影響を印し，

ある種の伝達や記録への向き不向きを与えて

いる (Pound，ABC of Reading， 1934.訳，沢

崎順之助 f詩学入門J富山房， 1979)0 

わたしは，現代の人聞がたった一つの言語

だけでものを考えることができるなどとは，

ちっとも認めていないしほのめかしてもい

ない。新型のキャブレターは発明できるかも

しれない。あるいは生物学研究所でりっぱに

働くことさえできるかもしれない。でもたぶ

ん，すくなくとも外国語を一つ学ばずには，

後者のほうはしようとはしないだろう O 現代

科学は従来からつねに多言語的だった。すぐ

れた科学者ならばけっしてわざわざ一つの言

語に閉じこもって，新発見のニュースに後れ

をとったりはしないだろう (Pound， How ω 

Read， 1931.訳，沢崎順之助， 1979)。

1929年秋から 1930年12月までI.A.リチャー

ズは中国の清和大学で客員教授をした。この

ときの文化ショックに深いところから揺り動

かされた。とらえがたい中国の考え方にどの

ように対応したらよいか手探りした本が『孟

子の心理学J(Richards， Mencius on the Mind: 
Experiments in Multiple Deβ刀ition，1932)。

あまりにも手っ取り早く高級な外国文学を

教えようとしても失敗ばかりで，やはりその

外国語の入門からはじめなくてはならないと

いう信念をリチャーズは中国経験から得た。

ちょうどその頃 1930年に BASICEnglishが

発表されていた o BASICの芽はすでにオグ

デンと 『意味の意味jを共著していたときに

出ていたことであったから リチャーズはた

だちに収穫にとりかかった:Basic in Teaching:・

East and West. 1935. 

BASICでいいあらわすにも得意/不得意な

分野があることをリチャーズはいっている:

Apart from its use for the normal needs of 

intemational communication， travel， business， etc. 

--translation is most instructive with passages 

of expository or argumentative prose dealing 

with semi-abstract subjects. 

And it is least helpful with passages of 

emotional evocation concemed with speciallocal 

objects and activities which employ large 

numbers of specialized names. Thus a sentimental 

reverie over a cricket-match would be about the 

worst example we could choose， and to put 

even a simple remark about a linnet fluting 

in a myrtle-bush into Basic would not be a 

profitable excercise. 

(Basic in Teaching， pp. 87-88) 
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クリケット競技についての感傷的な思い出

とは，いわばスポーツ夕刊紙の書き方である。

芳香性の常緑低木のギンバイカの茂みでムネ

アカヒワがさえずる感動をつたえたいのも，

リチャーズの意味の四分法でいえば，感情的

用法である。それに対して，物事を説明する

とか抽象っぽい議論，すなわち指示的用法に

おいて BASICはもっとも教えるところが多

いと リチャーズはいっている O

中国人のイーユン・リーはなぜ中国語で書

かずに英語で『千年の祈り Jを書いたのか
(Yiyun Li， A Thousnad Years ofGood 丹'8yers，

2005)0 r中国語で書くときは自己検閲してj
しまい， r書けなかったJと彼女はいう O そこ
には，これまで読んだ中国の小説にない非情

でかつ優美な筆致を感じる，と批評家はいう

(加藤典洋，朝日新聞， 2007年 8月27日)。

カンボジア人の久郷ポンナレットさんは，母

国語では感情が高ぶるが日本語で辞書を片

手に言い回しを考えると，すこし冷静になっ

て本が書けるようになった という(朝日新

聞， 2001年 5月20日)。日本語で詩を書くア

メリカ人のアーサー・ピナードさんは「母国

語でのものの見方についたさびが落ちた状態

になって始めて，ものそのものと向き合うこ

とが可能でした」といっている(朝日新聞，

2001年 5月20日)。ちかごろ感情的表現に

おける方言の豊かさに目が向けられることが

多くなってきたが， 一方で「沖縄の言葉には

散文がなかった」という指摘があるように，

方言においては小説の地の文を支えるべき客

観的記述が難しい(朝日新聞 1997年3月26

日夕刊)。

「イ可がいえないかJよりも「何がいえるかJ
に注意を向けたい。たとえばわたしの場合，

EPを習いはじめたころ感激したのは， "He is 

taking his hat off his head."のあたりで，"off'

という，いかにも英語らしい語が使えるよう

になった。 しかも"Hetook his hat off."にい

たっては，それまで脱ぐときは"takeoff' と

いう「熟語jを使うのだとやみくもに覚えさせ

られてきたのだったがそうか"take-. off' 

の"off'が残ったのかと，なっとくがいったO

Offというのは，それまで知っていたつもり

の in/onにくらべて "on"でないことをひと

ことであらわしてしまうのだ。「なになにで

ない」ということをひとことでいいあらわす

ことは他にも， "A clock has a face. It has 

no nose. It has no eyes. It has no mouth." 

(EP1， 46) などの"no"などがあるが，ずっと

先に出てくる"less"などにも慣れてしまうの

だ。これをさらに突き進むとアリスの f鏡の
国jにはいってしまい， "Nobody"をめぐって

の混乱した議論にまきこまれてしまいかねな

し、。
というわけで，リチャーズの忠告にもどれ

ば「われわれにと って一番たしかなことは物

の大ざっぱな動きであって，自分の感情とか

内省的なあれこれではないJあるいは「感情
のはたらきを指示のはたらきに翻訳すること

だjこれは 1933年の国際会議でリチャーズ

カすいったことだ(JohnPalu Russo，よA.Richards:・

His Life and Work， 1989， p. 412) 0 

そこで彼がいったもうひとつのことは，

BASICに選ばれている語は抽象度が高いか

ら，文化に密着していない (Ibid.，p. 436) 0 

そのためにクリケット競技の感動をったえた

いひとには不便をかけるが「英語帝国主義」

から距離を保つことができる。

たとえることの能力のような，わたしたち

がすでにやってきたかしこいことを，議論可

能な科学にしなくてはならないとリチャーズ

はいった(ThePhilosophy of Rhetoric， p. 94) 0 

わたしたちがやってきた GDM/BASICについ

て，ことばについては語り得る部分であ り，

ますます明快に語られるようになってきたO
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しかし論じ得ない部分については論じられな

いままに，わたしたちはパビロン川の岸辺に

へたりこんで泣くよりほかはないのだろうか?

一方で，天と地のあいだにはホレーショの哲

学では夢にも思わなかったことがあるのだよ

とハムレットはいった。

ことのはじまりは www.gdm-japan.netの談

話室に EP1読者の木村さんからの質問があっ

て， Book 1の51ページ 3コマ目で"Thisman 

has his finger on his chin. "とありますが，This 

man hasの"has"はいったい何なのでしょう

か?絵を見れば，男の人があごを触っている，

というのは分かりますが実際英語だけを聞

いたときにおそらく私は理解できません。

それに対して親切な答えがつみかさねられ

ましたが，そのたびに木村さんはわからない

を連発しました。つまり 言語について説明す

るメタ言語，それについてまた説明するメタ・

メタ言語，それについてまたまた説明するメ

タ・メタ・メタ言語と果てしなく，ややこしく

なってきました o BASIC愛好家のあいだに

ベーシック・イングリッシュのメーリング・リ

ストという限定メンバーどうしがネット上で

やりとりをする仕組みがありますが，ここで

も単語とかそれの用法が BASICのルールに

あてはまるかどうかの議論でもりあがりますo

"He has his finger on his chin."のはてしな

い議論に対して黒沢文子さんが痛快な書き込

みをしました。

「わからないjんじゃなくて「わかったリ

「そういう風に言うのか，英語では，いやー，

初めて，の，ことに，出くわして，イ可たるシア

ワセ!わーい!リってことだと思うんですけ

れど…

ご本人が，英語を習いたい，それで『絵で

見る英語jをご購入なさった方なら(日本人

には謙虚の美徳があると思わず，失礼ですが，

その謙虚さを，カーンと無視して，言ってし

まえば，英語できないんだったら，)しのごの

言わずに「へーえ，そう言うのかあ，いや一，

日本語では，理解しにくい表現だから，きっ

と英語らしいのね，大発見って，思って，そ

れ以降，その表現を使い続けて，日本人以外

が，変な顔をしなければ，それで OK，あなた

は，英語ができるようになったということだ

と思います。

GDMは，単語を組み合わせて，英語表現が

できるようになっていく方法のように，考え

る人もいるかもしれませんが，わたしは，そ

う思っていません。「そういうときは，そう

言うJrローマに行ったら，ローマ人になるj
方法で，日本人が，日本人的枠組みから，離

れられて，発想、でき，異文化の人とつきあえ

る最高の方法だと思っています。(中略)

私は，小さいとき，たぶん， 5年生のときに，

この表現 [Hehas his finger on his chin. J 
を知って「かっこいいjと思いました。それ

以降，使っています。とても便利です。

毎年，私の教室では，この部分は，結構，受

けます。

「きっと，そうなんだJです。そこだけ，
「おかしい，分からないjっていうのは，今英

語が不得意であるに至った方法で得た知識で，

つっついているように私には感じられます。

今，不得意で，この『絵で見る英語jでなら，

何とか英語もモノにできそうと思って，手に

とられたのなら， rわかんないJって思わず
に， r初めて知りましたjにしたら良いと思
います。

Great， Fumiko・san! とユズルは反応しまし

た。それに対して文子さんの返信は「ちょっ
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と，冷たい感じがするよねえ，せっかく，談

話室は，もりあがって，にぎやかになったと

いうのに，とは，思ったんだけれど，わたし，

単語が，あーだ，こーだ，って言う理解の仕

方で，ベーシック・イングリッシュを理解す

ることも苦手で(室さんは，大好きだったけれ

ど)特にGDMという referentがあって，hearers 

を含めて，全体が，speech actionに参加する形

態の外国語習得方法の枠の中で，Basic English 

を語るときには，どうも「みずから，進んで、，

やること」それが 一番と思ってしまうん

です。

「ゃった後に，わかることも，あると思う。」

わたしたちはレンガを積み重ねて壁を作る

ようにセンテンスを作るのではないのです，

というリチャーズのことばがわたしにわかる

には長いことかかりました。わたしたちが普

通にしゃべっているときには，単語を区切っ

てはいませんよ ということもリチャーズは

いっています。まず全体があって，そのあと

で部分が見えてくるということです。だから

彼は SEN-SITという単位で考えたのでしょ

つ。
そのあとで見えてくることについて，いわ

ゆる言語レベルでのできごとについて語るこ

とは明快にできる O しかしこの"1am here"と

か"Thisis a man" Cかいう簡単なことをいう

ことで，なぜそんなに元気が出て，みんなと

仲良くなりながら，面白く学習をつづけてい

くようになるのか?言語レベルでの達成を水

面下でささえている いわくいいがたい氷山

の見えない部分こそ，黒沢文子さんが強調し

たいところでしょう O この部分の言語化は，

いままでの語学的な方法論では不十分で，い

わゆる教育学の方に道具がそろっているのだ

ろう O たぶん最近は大学院などでそういうこ

とをやっているところが多いのだろうが， G

DMの紹介に十分に生かされていないみたい

だ。このままではパピロン川の岸辺にへた り

こんで泣くよりほかはないではありませんか?

(京都精華大学名誉教授)

小学校英語とGDM
- GDMの今日的価値一

はじめに

201 1年度実施の新学習指導要領が発

表され、小学校の英語活動(名称は外国語

活動)が5年、 6年で必修となり、年間 35 

時間が充てられることとなった。その目標

は次のように書かれている O

外国語を通じて、 言語や文化について体

験的に理解を深め、積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度の育成を図り、

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し

ませながら、コミュニケーション能力の

素地を養う 。

また、中学校の新学習指導要領では、「小

松浦克己

学校での一定の素地を踏まえ」という 表現が

入ってきている。小学校の英語活動は、教科

ではないので、 具体的な到達目標があるわけ

ではないが、中学校の英語の土台作 りという

点が強調されてきている O
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その内容として、 2つの領域とそれぞれに

3つの指導内容が次のように明示された。

①<外国語を使ったコミュニケーション>

(1)外国語を用いてコミュニケーション

を図る楽しさを体験すること

(2)積極的に外国語を聞いたり、 話した

りすること

(3)言語を用いてコミュニケーションを



図ることの大切さを知ること

②<日本と外国の言語や文化についての体

験的な理解>

(1)外国語の音声やリズムなどに慣れ親

しむとともに、日本語との違いを知り、

言葉の面白さや豊かさに気付くこと

(2) 日本と外国との生活、習慣、行事な

どの違いを知り、多様なものの見方や

考え方があることに気付くこと

(3)異なる文化を持つ人々との交流を体

験し、文化に対する理解を深めること

内容の取り扱いに関して、文字については

「音声面を中心とし、アルファベットなどの

文字や単語の取り扱いについては、児童の学

習負担に配慮しつつ、音声によるコミュニケー

ションを補助するものとして用いることJと
書かれ、今までよりも一歩踏み込んだ内容と

なっている O

2 GDMのメリッ卜

多くの小学校で行われている英語活動の授

業が、高学年で低調になってくるという報告

が多く出されている O その理由として、ゲー

ムや歌を中心とした英語活動では、高学年で

はその発達段階にあった知的好奇心が必要と

なってくるが、ゲームでそれを求めると逆に

英語の使用が少なくなったり、ゲームそのも

のにそのような内容を入れることが難しかっ

たりということが考えられる O これに対して、

GDMによる英語活動にはどんなメリットが

あるだろうか。GDMという教授法の持って

いるいろいろな特徴から、次のようなことが

挙げられる O

① ゲームの楽しさから知的好奇心の楽しさ

②遊びの英語活動から学習の英語活動への

橋渡し

③ 考える力の育成に効果的

④自分で分かろうとする気持ちゃ意欲が継

続する

⑤ 中学に入ってからの文字アレルギーに対

して有効

⑥学び合いの基本的姿勢が育つ

⑦一人ひとりの気付きを大切にする

③ それぞれの理解のスピードに対応できる

範囲が広い

⑨ 絵やイメージから英語を理解したり、話

したりする基礎作り

⑩日本語に訳さずに英語を理解していく土

台作り

3 学校現場で求められていること

1 990年代後半から、小学校や中学校で

の現場で求められてきていることと、 GDM

の特徴との関連を見ていきたい。

① 課題解決学習
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これは教え込みの授業、丸暗記の授業か

ら学習者が自ら課題を持ち、それを自分の

力で解決していく授業への転換を求めてい

るO それに対するショック療法的なものが

「総合的な学習jであった。(以後「総合J
と称する)総合は、それ自体はいろいろな

活動が考えられ、当初のねらいを達成して

いる面もあるが、そのもととなるべき教科

の授業に関しては、それほど大きな変化は

ない。まず覚えなさい。そして練習を多く

して、定着させなさい。それができたら、

応用的な問題で「考える力」をつけていき

ましょう O といった授業展開が多く見られ

るO 例えば、中学校の授業でいうと、 l単

元あるいは2単元が終わったところで、発

展的な「考える力jをつける活動をさせる

ような授業がある O 確かにその授業では考

える活動になっているが、それまでの 20 

時間ぐらいは、文法的説明をし、丸暗記を

させる授業内容では、考える力が十分につ

かないのは明白である O

GDMの授業では、説明を母語でしない

ため、学習者は必然、的に自分で今日の課題

を見つけ、それを解決していくことを求め

られる o GDMの授業では 60年も前から



行われているごく普通のことが、現在の学

校現場で求められている。また他の教授法

ではこの要求を満たすことが十分にできて

いないと言える O

②意欲

現在の指導要領になって、英語の観点別

評価はそれまでの「聞くJI話すJI読むJ
「書くJから「コミュニケーションへの関
心・意欲・態度JI表現JI理解JI言語や
文化についての知識・理解Jに変更された。
どの教科でも観点別評価の 1番目の項目は

「関心・意欲・態度Jとされ、この情意面
での評価をどう数値化するかがし=ろいろ議

論された。 しかし、大切なことは評価する

前に、意欲を持たせるためにどんな指導を

したかであるが、そのことはあまり議論さ

れることなく、 10年近くたち、今日に至っ

ている O それまでの詰め込みの知識偏重教

育に対する反省から、自分から意欲的に学

習に取り組むような指導が求められている。

楽しければ意欲的になるということから、

ゲームによる活動が多く考案された。 しか

し、ゲームの楽しさは一時的なもので、自

分から学習に取り組むような姿勢につなが

る「意欲」の形成に十分な効果はない。

テストの点数が高いとうれしいから、テ

ストを簡単にして、意欲を高めていくのが

.+・.・ 2年戸+一.・3.
内74F447

40 

却

却

10 

2 3 4 5 

いいと言う人もいる O 特に中学 1年ではい

い点を取らせて、英語を好きにさせるのが

L 一一
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効果的であるという意見がある O これも一

時的なもので、主体的な学習にはなかなか

つながらない。

この点においても、学習者が自分の力で

「分かったJと実感できることを大切にし
ている GDMはとても効果的である。説明

を聞いて覚えるのではなく、目の前で起き

ている現実の場面から、その言葉の意味や

使い方が分かったときのうれしそうな表情

や目の輝きは、 GDMの授業の大きな特徴

である O

中学校では、 l年に比べ2年での学習内

容が難しくなり、 2年は英語が苦手になる

生徒が多くなる学年でもある O 平成 17年

度に小牧西中学校に入学し、 1年から GD

Mを使って教えてきた学年の例を報告する O

評
l 2 3 4 5 

r疋4噌

2 

年
2%  7%  2 1 % 30% 40% 

3 
2%  5%  2%  44% 47% 

年

-教研式標準学力検査 (NormReferenced 

Test) 

-実施時期:4月上旬の学年始め

・学年2クラス 5 7人

l年の学習内容の評価で評定3であった

生徒 (21 %)が、 2年を終了した後の検

査では、全員が評定4に上がっている O つ

まり、 l年終了時点での評定 l、2および

3の生徒が30%いたが、これらの低学力

層の生徒のおよそ 3分の 2が、より難しく

なった 2年の学習内容で、評定4に上がっ

ている O この現象の大きな理由として、継

続して意欲を持たせることができたことが

挙げられる。その源は 1年の l学期のGD

Mの授業で感じた自分の力で「分かったJ
という気持ちではないだろうか。その喜び



が、「分かりたいj という意欲につながっ

ていったと思われる。(1年での授業につ

いては、ブリテン No5 8に詳しく報告し

てあります)

GDMの教え方は、その教え方自体が意

欲の継続化ということに関して、とても効

果的である O

③ 学び合い

最近「学び合ぃ」という言葉をよく耳に

する O また「学び合いJを研究テーマにし
ている学校も多く見かける O そして、その

方法として 4人グループによる話し合いが

よく使われる O これは教師の一方的な教え

込み授業に対して、生徒の主体的な学習に

とても有効である O しかし、その形のみに

目を奪われて、 GDMのような形式の授業

を一方通行の一斉授業と捉える人がいる O

rGDMの授業は学び合いがないね」とい

う指摘をされることがあるO

しかし、 GDMの授業でいかに学習者ど

うしがお互いに学びあっているかは、学習

者の様子を少し注意深く観察すれば、容易

に気づくことができる O

また、 GDMの特徴である説明をしない

ということは、前にも述べたように「分かっ

たJという喜びから、「分かりたいJとい
う意欲へつながる大きな要因であるが、も

うーっとても大事なことが見過ごされがち

である O それは、 一人ひとりの理解の時間

的個人差に対応できるという点である O

日本語の説明をするということは、その

説明をした時点で、「みなさんこのことは

理解できましたね」と一斉(同時)に理解

を強要することに他ならない。それに対し

てGDMの授業では学習者それぞれが、 1

時間の授業の中のいろいろな場面で理解に

たどり着けばいいことが保証されている。

これが意欲の継続化を大きく支えていると

言える O

4 あたりまえのこと

このように、 GDMが考案されて 60年以

上たった現在の教育現場で求められているこ

とや課題のいくつかの解決策は、実はGDM

という教え方が持っている GDMにとっては

あたりまえな普通のことのなかに幾つかある

と言える。

私の勤務している小牧市では、ここ 2、3

年GDMを勉強し、取り入れてみたいという

先生が少しずつ増え、また市の現職教育でG

DMの研修会を幾つか持つことができるよう

になった。このような取り組みを今後もさら

に進め、必修化されることになった小学校の

外国語活動に、どうすれば効果的に活用して

もらえるか工夫をしていきたい。

(小牧市立小牧西中学校教諭)

「公立小学校の英語授業j見学記:GDMによる 1年間の軌跡
-松浦克己さんの捜業を観察し得たこと、考えたこと一

1 .まえがき

これは昨年平成 19年4月~本年20年3月

の小牧市立三ツ測小学校 (6年生 l、2組各24

名)、GDMの授業の 1年間の見学記である。

授業者は小牧西中学校教諭の松浦克己さん。

小牧市では小学校英語活動の必修化の流れを

松川和子

受けて 18年9月に小牧市英語活動・英語指

導研究委員会を発足させカリキュラム作り、

資料 ・教材の準備、研修会の充実をはかつて

きており、特に松浦さんの所属する校区では

小中連携の取り組みとして昨年4月から三ツ

測小、村中小の小学校6年生に GDMによる
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英語授業を行うこととなった。教授法として

GDMが取り上げられた理由として、平成 18

年度4月全国標準診断的学力検査において松

浦さんが指導する小牧西中の生徒が英語では

全国平均を遥かに上回る良い結果を収め、英

語の基本的な部分を理解させるのに GDMは

とても効果的な方法であることがデータとし

て示されたことがある O そして GDMと教科

書との進度調整が苦しい中学校よりは(そう

いった縛りのない)小学校においていろいろ

な効果が期待できるのではとのねらいから 1

年間の小学校における松浦さんの GDM授業

が実現したようである o (小牧市教育センタ-

18年度松浦克己氏の論文「これからの小学

校英語活動-GDMを利用して-J pp.3---5) 
去年3月に小学校での松浦さんの授業の話

を聞き、すぐに見学とビデオ録画を申し出、

快諾をいただいた。幸運にも私の出講日が小

学校の授業日と重ならず、 4月から片道3時

間を超える週1回の「小牧詣でJが始まった。
2008年 3月 12日の 31回目の最後の授業は

‘come， coming， came' の導入であった。手

の動きをつけながら‘Wecame to the board.' 

と黒板の前で3人で声を合わせる子どもたち。

また‘Hewent to the board.' ‘He came to 

his seat.'など笑顔で発話する子どもたち。

去年の 4月には‘1.You' と恐る恐る口を開

いていた彼らは 1年間で(週 l回、全 31回)

ほぼ¥EngJishThrough Pictures Book 1 p.1 ---

p.36 (追加として comep.60) あたりまでを

学習してしまったことになる。(学習内容の

詳細は一覧表 rteaching pointsとねらいJに
掲載。)

この見学記では子どもたちの実際の学びの

姿に触れていただくため、少し学習が進んだ

9時間自の授業を取り上げ、解説を加えてで

きるだけ忠実に紙面に再現する O 今回の授業

見学では、英語で考え続ける子どもたちの姿、

友の発言に向けた真剣な眼差し、そして

‘Good!' といって褒めてもらった時の活き

活きとした誇らしい表情を毎回見ることが出

来た。子どもたちの「学びJの特徴とそれを
支える工夫や準備も紹介したい。

2. 9時間目の綬業
2007年6月20日(水) 5限(13:50---14:35)

(下線は複数の生徒の発言、または個人の

生徒の発言を示す)

Teaching ponts in， on， the 

ねらい in，onの広げた意味の使い方が

わかる cThat picture is on the 

wall. His bag is in his hand. 

新出語 board，wall， clock， seat， picture， 

door. head 

T:松浦さんL:個人の生徒 Ls:複数の生徒

T: (前回の授業は 2週間前、本時は in，onの

2回目。最初に日本語で子どもたちに説

明する)r分からないことは悪いことで
はないよ。だけど2種類の『分からん』

があるよね。r分からん。J次なんていい
たくなる?もういいやという 『分からんj

だよね。『分からん。jこの『分からんj

はどうかな?がんばろうな。なんでだろ

うな。そういった『分からんjをみんな

で出し合ってわかるようになるといいよ

ね。そういうのが勉強だからね。そうい

う仲間と一緒にやれるといいよね。よろ

しいですか?J
( 1 )復習

Ls: Tが前の机を指す動作を見て‘Thatis a 

table. It is there.' 

T: ここで‘Thattable"J という生徒の声、

それを捉えて‘Thattable' といいなが

ら発言を待つ。

L: That table is there. Tはここでも少し

待つ。その生徒から‘Itis the陀 が

でたところでTが拍手。Tは常に Itの

感覚が養えるよう留意し発話させる。

Ls: ここでTがドアを指す。‘Thatis a door. 

It is there.'数人から‘Thatdoor' の声
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がする O

Tは少し待って言わせる‘Thatdoor is 

there. It is there.' 

Tはここで‘Good.' と褒める O

次に掲示板を指す。生徒達から‘Thatis 

a'の声。

しかし掲示板をなんていうのかわからな

し=。

Tは‘board.' と紹介。‘Thatis a board. 

百latboard is there. It is there が生徒

から出る

T: ‘Good' といいながら自ら拍手。

もう一度掲示板を指して TはLsと一緒

に‘Thatboard is出ere を言う O 次に

黒板を指して発言を待つO 生徒は掲示

板は boardであることはわかったが黒

板はなんというかわからなし=。ここで

Tは‘ board.'と教える Oこの二つが同

じboardの範鴎にくくられることに生

徒が気づく O

Ls: Tの指すスビーカーを見て‘ Thatis a 

speaker. That speaker is there. It is there 

Tが自分の帽子を手にしているのを見

て‘Thatis your hat ここでTはそれ

を頭に乗せるO

‘It is' と文頭の語を言って待つ。数人

から‘Itis there カfでる。Tは‘Good.'

と言うO

ここで一人の生徒から‘Itis on your head 

がでる o Tは‘Good.' とその生徒を褒

め、次にクラス全体に声をかける

‘Everyone '‘Iis on your head 

がでて Tは‘Good.' と褒める O

T: ここで前週に使用した Tの持ち物であ

る透明のプラスティックの箱を見せる O

生徒から‘Thatis your box'Tは自分

のペンを取り出しその箱に入れる O

Ls: ‘That is your pen. It is in your box 

2週間あいているがinの文章が言えた。

次に取り出されたボールはすぐ箱の上

lこ。 ‘Thatis your ball. It is on your 

box.'がでる O

T: 次に自分の bagを見せ、それを黒板の

前のテーブルに乗せる O この机はすで

に atableとして紹介されている机。生

徒たちは Tのものではないと知ってい

るO

Ls: ‘That is your bag. It is there 次に

‘旦並旦'と言い始めるがyourtable 

と言えないので答えにつまる O 一人か

ら‘Iison the table の声がでる O

T: その生徒に対し‘Good.'と対応しながら

‘Iis 00. the table の文を Lsと一緒

に言う O

ここでペアーの活動に移るのでTは

‘OK， check.' といいながら二人で言

い合うようにジェスチャーで示す。

匡記:隣の席の生徒と二人で in，onを使って

文章を言い合う o Tは指導に回る o T 

は「わからんかったら聞いてよ。jと

声をかける O

直三己:さらに Tは「やってみよう。Jと励ま
す。ここで手を上げた生徒に言わせ

るO

Ll: Tの帽子を自分の頭に乗せて‘刊isis 

your hat. It is on my head 

T: ‘Good.' とその生徒を褒め、帽子をそ

のまま頭に乗せておくように命じて

いに発言を促す。

Ls: 'That is your hat. It is on his head. 

Iis there.onをいうときにはTも一

緒に言う O

L2: 自分のファイルを持ち‘Thisis my 

file.' それを自分の机の中に入れて

‘Iis in my table 

T: ‘Good， everyone.' Lsにも発話を促す。

Ls: ‘That is his file. It is in his table 

hisがでにくい生徒のため Tはhisの

箇所は一緒に言う O

T: ‘Good.'他の発言を誘う O
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L3: 手の中にプラスティックの小さな手

を持っている生徒はそれを握って

‘This is a hand. It is in my hand 

T: ‘Good.'次にその生徒が‘Itis here.' 

といったことに対しまた‘Good.' と

対応しすぐにその手を指して発話を

誘う O

Ls: 生徒たちはその小さな手を見て‘That

is' といい始めるがそれは生徒の手で

はないので hishandと言えずに詰ま

るO そこをt足えて Tカf ‘Ahand.' 
と言うO そこで‘Thatis a hand. It is 

in his hand. It is there.，がでた O

T: ‘OK. Good' 

L4: 発表しようと手を上げて立つ O 自分

のファイルを自分の机に置き‘ This

is my file. It is ここで onが出

ない。Tは手を机に置いて‘on' と

いいながら助ける O ‘It is on my table. 

Iis here まで言わせて Tは‘OK，

good.' と褒める O

T: 修学旅行の写真を示し、 ‘This is a 

picture.前述の透明ボックスの上に乗

せて発話を促す。

Ls:is  on your box. 

T: It is on my box. 

( 2 )導入

① { onの意味の広がり 〉

Ll ~ L6 :数人の生徒を席順に当てて答え

させる o 1is on your box. 5人目、 6人目

のときは写真を乗せた boxを横にして生徒に

言わせている O 視覚的に横の場合も onであ

ることを見せている O

T: 次に黒板にその写真を貼る O ‘It is' 

次に‘On.' といいながら発話を誘う O

Ls: ‘a' ‘thぶ などの声が上がる O 生

徒は aboardと言うべきか theboard 

と言うべきか迷っている O

T: その声を受けて‘Itis on the board.' 

次に mapを取り出す。 (TはThatの

Ls: 

T: 

文章を期待したが) 一人の生徒から

‘It is の発話 を受けて Tは自分の

立場から‘This'と 対応。少し離

れた場所にいるその生徒も‘百1is'

と発言。 Tはその生徒に何度も This?'

と対応して生徒から‘Thatmap is 

there. It is there. ‘を引き出し‘Good.

This is a map.' と紹介。

‘It is on the board.' 

‘It is on the board. Good. '次に ball

を取り出しその後大きな箱 (Tの持

ち物ではない)にその ballを入れる O

Ls: ‘That is your ball.'‘It is in your box 

の発言に首を振って inyour boxの

箇所を inthe boxに言い直させているO

② { inの意味の広がり 〉

T: Tの持ち物である pen，bag， basketを

順に出しそれら手に持ち替えていき、

inを使った文章を引き出す。ここで

手にあるモノの大きさの変化の様子

を実際に見ることで inの意味範囲も

広がっていくことが体感されるO

Ls: That is your pen. It is in your hand. 

That is your bag. It is in your hand. 

That is your basket. It is in your hand. 

③ { My， yourなどで始まる文章 〉

T: 次にそれらの品物を両手に持ってお

いて bagを見せ文頭の‘ Mybag' や

‘in' などを言いながら発話を引き出

す。次に basketlを指す。

Ls: Your bag is in your hand. Y our basket 

is in your hand. 

T: 続けて ballを入れたboxを上げ‘ My

ball， my ball i s と文の最初を言うO

生徒の‘Yourball is in your の発

言を受けて Tは少し待ち‘Yourball 

is in the box を引き出す。すぐに

黒板の mapを指すなど の動作で on

の文章を促す。

Ls: Y our map is on the board. ここは生
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T: 

Ls: 

徒から theが出た O ここは inとコン

トラストを強調。

教室内のスピーカーを指し

‘The speaker' と文頭の語をいう O

The speaker is on the wall . wall は

新出なので Tが何度かいう o Tが時

計を指すと‘Theclock is on the wall.' 

の発言。生徒の筆箱、ファイルなど

については 'Hispen-case is on his table. 

His file is on his table.などの文章が

出る。その後これら二 つの品の両

方を Tが指し‘They' と文頭の語を

与える O すると生徒の座っている位

置により、 ‘They are the陀ブ ‘E笠
a閃 here などの発話があった。その

後Tの‘Check.' の声で pairworkに

移る O

函j!]: 生徒同士の練習。
置~:その後個人の生徒の発表に移る 。 手

を上げた生徒を当てる。生徒は学習

した内容を使って自由に発話してい

るO

Ll: プラスティックの小さな手を自分の

机に置いて‘Thisis a hand. It is on 

my table， (生徒から拍手が起こる)

L2: 壁の時計を指し、百atclock is….こ

こで onが出にくい L2にTは自分の

手をその子の机に置いて on を思い

ださせる O ここで生徒から onがでる O

That clock is on the wall. (生徒から

拍手)

( 3 )導入事項の練習

T: Ok ? 近くの seatを指し‘Thisis a 

seat.' Lsから‘Thisis a seat.'の声

がするoTは何度も‘Thisis‘と言っ

て生徒から‘Thatis a seat.'を引き

出す。次に自分の hatを見せる。

Ls: 

T: 

That is your hat.Tはここで hatをseat

に乗せる O

It is....文章全部を言わないで待つ。

Ls: 

T: 

Ls: 

Iis on'". この前に aseatと導入さ

れているので生徒は onyour seatと

いえないのでつまる O

そこで Tが theをいう 。‘Itis on the 

seat. ' 

‘Iis on the seat 次に Tがmapを

指す。 ‘That is your map. It is on the 

board.' 次に写真

‘That is your picture. It is on the 

board. They are there ， (ここでは

They are there. が生徒から自発的に

出た)

( 4 )絵を使った練習

Ls: 

T: 

Ls: 

1-----5の絵には一人または 2人の人

物が描カ亙れている O

1. This is my book. It is in the box. 

2. This is her hat. It is on her head. 

3. This is my ball. It is on the table. 

This is my bat. It is in the box. in，on 

のコントラスト

4. This is my book. It is on the table. 

That is her book. It is on the seat. 

5. That is her hat. It is in her hand. 

ここで onher handの文もでたので T

はもう 一度 basketや hatを手に持っ

てinの状態を見せる O

Iis in her hand. 

6の絵には部屋に door，board， wall， 

map， box， picture， clock， ball， hatな

どがin，onの状態で描かれている O

That is a picture. It is on the door. 

That is a map. It is on the board. 

That is a ball. It is in the box. など

の文章がでる。

函:練習した文章に関し、二人でもうー
度言い合うことで確認する O

置~: 貼つである絵の場面ごとに番号を

書き、手を上げた生徒に発表させる O

L1: ‘This is her hat. Thiss' としEしEかけ

て‘Itis' に言い直している O ‘It is 
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on the' といいかけて‘onher head' 

といいなおしている O この生徒は this

とit，theとherに違いがあることを

理解し使い分けようとしている O 他

の生徒から拍手。

L2 ---L5 :それぞれ絵を見てしっかり発表す

る。

L6 : 部屋の絵に戻って一人が発言。

T: あと数人が手を上げているが他の生

徒にも発言を促す。「やってみようぜ。

練習ジャン、こんなのo (また一人発

言、そのときには)やらないと言わ

れるよ、チャンス、チャンス o U君

さっきよりスムーズになったよね。

もう 3回か4回目だもんね。(指で OK

サインを作り笑顔でその子の顔を見

る)何回もやらないと損だよ。」手を

上げている生徒に発表させる O

( 5) {単語読みの練習} (in， on， the， clock， 

board， picture， door， box， head， box， hand) 

T: picture， boardなどのカードを指しな

がら「こういうのはだんだん見て読

めるようになっていけばいいから、

書ける必要はないからね O プリント

をやるときも見ながら書ければOK.J

( 6) (ワークシート〉

(ワークシートを配布しながら)r今
日は(最初の一枚が)済んじゃ った

人はもう 一枚復習プリントを作った

からこれをやってみてくださし、。は

いやってみよう 。J
( 7 ) {答え合わせ〉

T: 各生徒は前に出て穴埋め問題に答え

を入れる) ‘This is a map.' r ( aに
関して)myと書いた人手を挙げて、

my もOK.Jherが nerのように書か

れている箇所は hになおす。

(文の最初が小文字で書いである文

my book is in my hand.には)r大文
字がいいよ。jと上から書く o myの

箇所をさして「さっきだれか thisて

書いてなかった?J (その生徒に対し)
rOKよく思いついたよね。J(They are 
here.の箇所の areの下線を波線にし

てaと間違ったと発言した子どもた

ちに)rよくみんな間違えるからだん
だん慣れていってね。覚えておいて

くれるといいから。J(時間があれば
これらの文章をクラス全体で読むが

この授業では時間が無く読まなかっ

た。)

3.観察された学びの特徴

① 『発言量の多さj

上記の下線部の多さがそれを示している O

教師はヒントや文頭の語を与えるかまたは

Goodと褒めるかのいずれかで時間の許す限

り生徒に発話させている O 子どもたちは 45
分間英語で考え続ける。頭が英語。日本語で

考える暇を与えなし=。次々と変化していく場

面を英語にしていく作業の連続。

② 『学びあう子どもたちj

‘Good.' と評価される文も途中で詰まっ

て教師の助けでなんとか正解にいたる文も他

の生徒にとってどちらもが貴重な学習のモデ

ル。教師は必要最低限の発話しかしない。生

徒主導の授業ではそれぞれの生徒の視点の違

いによりまた、既習事項の組み合わせによっ

て多様な発話が生まれる O 子どもたちは発表

や pairworkを通して、自分の知識の確認や

修正をする O 教えあい、学びあう生徒の姿が

ある O 上に紹介した松浦さんのことば「なん

でだろうな。そういった『分からんjをみん

なで出し合ってわかるようになるといいよね。

そういうのが勉強だからね。そういう仲間と

一緒にやれるといいよね。Jはそういう学び
を勧めることばであるO

③ f安定した中に少しの変化がある O 踏み出
しやすい環境を整える。』

1 .授業の流れが決まっている O
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a.復習→b.導入→c.練習→d.絵による練習→

ワークシート→答え合わせ

導入で分からないことがあっても練習や絵

による練習など、次のチャンスがあることが

わかっているので子どもたちは「今はちょっ

と我慢してがんばってみょうかな」と思う 。

2.授業では毎回ほぽ同じ品物が使用されたO

初めての物を使う場合、例えば、 Theseare 

the legs of the seat.の文章の theの導入に用

いる seat(折りたたみ式)はそれまでに一度、

授業で紹介しておき、生徒の興味がseatにいっ

てしまわないようにしている O また写真は小

学生が知っていると思われる人や景色だが刺

激の強すぎないもの O 松浦さんによるとこれ

は「刺激のコントロールjで、ありすぎても

無くても良くないとのこと O

3.発表の前に確認、修正の時間がある O

上記 a.---d.の speakingactivityに関して く

クラス全体〉→ くペアー 〉→〈個人発表〉→

〈クラス全体〉の順序が守られる。特にペアー

の練習では友達相手で気軽に発話しあうこと

カfできる O

④ 『手を上げている生徒に当てる』

発表は決して無理強いしない。やってみた

いと思う生徒に当てる O 個人に当てるときは

どの生徒も十分に理解できていることにかぎ

る。

⑤ f教師の話す英語のスピードJ
小学生でも松浦さんの SpeakingやReading

のスピードは中学生並み。英語のリズムが崩

れない。子どもたちは必死で、聞く 。ただ語棄

についてはスペルまで要求しなし、。上記の授

業記録にもあるように特に ContentWordsに

関しては既習のワークシートを見ながら書く

ように指導。

4.綬業を支えるもの

( 1) Writing Activity 

その日の学習内容に基づいて自由に絵と英

文を書く宿題が毎回課せられる o Sen-Sitsと

しての作文を積み重ねることが学力の下支え

として大変重要である。回収されたワークは

松浦さんがチェックし担任の先生から返却さ

れる。これらのワークはファイルに綴じられ、

reading教材として、また単語調べに子ども

たちは利用している O 特に長期の休みの時に

は復習としてファイルを「読むJことが勧め
られる。その際にも松浦さんは「させられて

いると思うのではなく自分から進んで学ぼう

と言う気持ちでやって欲しいjと言葉をかけ

ている O ワークには感想、や質問を書く箇所が

あり松浦さんはそれらの中から印象深い感想

や他の生徒にも考えて欲しい質問や意見を取

り上げ授業で紹介している O

( 2 )担任の先生方への配慮、話し合うこと

で意志の疎通を図る

授業前または後に打ち合わせや振り返りの

時間を持ち、子どもの様子について聞く O ま

た先生方の不安に答える O 顔合わせの時聞が

取れないときはファックスで連絡。

5. まとめ

今月の 3月2日(日)付、朝日新聞の教育の

ページ「学ぶjには先月 2月23日に行われ
た朝日教育セミナー「学力世界ーのフィンラ

ンドに学ぼうJ(大阪市内で開催、約 500人
の参加者)の福田誠治氏(都留文科大教授)

講演や体‘験授業の報告が載っていた。記事に

は今や 2006年PISA(OECDが開発した学習

到達度調査)でフィンランドは読解力 l位、

数学的リテラシー 2位、科学的リテラシー l

位(日本はそれぞれ 15位、 10位、 6位)で

あること、また OECDのグリア事務総長は

日本の学びに対して「多くの国の労働市場か

らすでに消えつつある種類の仕事に適した人

材育成jと語っていることを引き合いに出し、

応用問題まで記憶させるような東アジア型の

勉強は一斉労働には向いているが、そうした

仕事はロボットや発展途上国に奪われる、日

本は点取りゲームをしており、自分の人生に
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関係ない学びになっていると結んでいる O

また朝日新聞 今月の 3月 10日、 opinion

紙面 「グローパル化の正体(モデルなき時

代の波つかめ)青木保(文化人類学者、文化

庁長官)Jで青木氏は文化の多様性とグロー
バル化のプラス面として「国境を越える情報、

ヒトの大移動、接触、交流の広がりは文化の

多様性への意識を刺激し、その大切さの認識

を高めた。」こと、マイナス面として「例え

ばスピード。情報化が中核にあるから、グロー

パル化は f速さjに市場価値をおく O 情報は
速さを競って伝えられるが、そこには危険も

ある。事象や事物を深く理解するには、それ

なりの時間がかかる O そうした [遅い情報J
の価値を認識すべきだ。Jと語っている o (下
線部は筆者)

では「人生に関係する学びj とは何か。

「速さの追求jに対して「時間をかけて事象

や事物を深く理解することJとは何か。その
答えは次の生徒のことばに如実に表れている

と思う O これは授業の最終日に村中小学校の

6年生達が書いた松浦さんへの感謝の手紙の

Teaching pointsねらし、

持ちが現れていておもしろいと思った」と紹

介していただいた文章である。

f(前略)松浦先生は分からないところが

あってもなんにも言わずどんどん教えてくれ

たおかげで分からないところも分かるように

なりました。Jこの生徒はこの 1年間でこん
なにすばらしい経験と知識を手に入れている。

自分で分かることろまで考えるという思考の

習慣と、 GDMのgradingに沿った学習ををあ

きらめずに追求したおかげで手に入れた英語

の体系という宝物。この学びこそが「人生の

ゆるぎない土台を築く 学びjであ り、「事物

を深く理解する体験としての学びjなのでは

ないか。この 1年間成長していく 子どもたち

を見続けることができたことはわたしにと っ

ても誠に得がたい経験となった。松浦さん、

諸先生方ありがとうございました。

(プール学院大学その他非常勤講師)

参考資料

〈松浦さんの授業記録の中のrTeachingpoints 

とねらい』 一覧〉

1 You He She 
自分の立場で話す 手をつける

他の生徒の発言をよく聞く
It They 

ワークシートの約束事

2 
am are is here there here thereの違いが分かる

is am areの使い分けができる

3 
We are here. 前回の復習を十分に行い、 Weの感覚をつかませる

Y ou are there. he陀/thereの確認とisam areの使い分けになれさせる.

4 
This That my This / Thatの使い分けができる

your my yourの使い方がわかる

5 his her 
his / herの使い分けができる

This That my yourの復習

aの使い方がわかる

6 a This 百lat my your his herの復習

1週間空いているのでレビューを多く、 丁寧に行う

Is am areの使い分け here thereの使い分け

7 Review This Thatの使い分け my your his her aの使い分け

That is a ball. That ball is there. lt is there. 
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8 in on the in onの使い方がわかる theを使うことができる

9 in on the 
in onの広げた意味の使い方が分かる

That picture is on the wall. His bag is in his hand. 

10 
前置詞 inonを使った文の This is . It is in / on .のパターンと Mybook is in / on .His book 

語順に慣れる is in / on .のパターンの両方に慣れる

11 複数の言い方を知る
These Thoseの使い分けが分かる

These are my books. They are on the table. They are here. 

1 am here. He is there.の確認
12 l学期の総復習 This / That /百lese/ Those / a / my / your / his / herの使い分けが分かる

in onの使い分け theの使い方の確認

13 ~ s l 学期の復習~， s 

14 off 
Review ~ 's book / bag 

off / in / onの使い分けができる

15 3時制(1/3)taking took 
He is taking the picture off the wall. He took the picture off the wall. 2つ
の文を適切に使い分けることができる

He will take the picutre off the wall. 

16 3時制(2/3)will take 
He is taking the picture off the wall 

He took the picture off the wall. 

3つの文を適切に使い分けることができる

3時制(3/3) will put 
He will put the map on the board. He is putting it on the board. 

17 He put it on the board. It is on the board. 3つの文を takeの文と
puttmg put 

比べながら適切に使い分けることができる

3時制の復習 takeとputの意味の違いが分かり、適切に使える

18 will take / taking / took 3時制を見分けるポイントが分かり、使い分けることが出来るsvo
will put / putting / put の文の語順に慣れる

時間の流れに対する意識が出てきたことをもとに、 wasの使い方が

19 was 分かる 何を相手に伝えようとしているかに気をつけさせる

3時制の復習

20 
is， wasの使い分けによる wasの理解から、 was，wereの使い分けが

were 
分かる 3時制の復習

21 them Review was were 
3時制の復習 was wereが物だけでなく、人にも使えることを理解
する

22 them Review was were 
will give / giving / gaveの使い分けを知る

to me / you / him / herの使い分けを知る

23 its open closed 
itsの使い方を知る

my / your / his / herとの使い分けができる

24 of( 1/2) revlew: ltS 
ofの使い方を知る

3時制(take/ put / give)や was/ wereの復習

25 of( 1/2) 
That is a picture of Tokyo tower. 

That is a leg of the table. 

26 a leg / the leg / legs / the legs 
ofの使い方の復習

theのあるなし、 aとtheの区別ができるようになる

goの3時制
He will go to the table. He is going to the table. He went to the ta 

27 ble. goの3時制の文を適切に使い分けることができる He is at t 
will go going went at 

he table. atの使い方が分かる
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Review (take / put / give / go) 
take put give goの選択と 3時制の使い分け

28 
of at 

ofや atを使う場面の確認

was / wereの復習

What is the time? It is three. 

29 時刻の言い方・聞き方 The time is four. It was three. It will be five. 

The short hand of the clock is at three. 

時間のItwill be four.から Hewill go to the table. 

30 will be 
He will 'be at the table.の使い方がわかる

He is at the window. He was at the door. 

He will be at the table. 

31 will come coming came 
goとcomeの使い分けが理解できる

1 went to the door.と 1came to the door.を適切に使うことができる

GDMを取り入れた小学校の英語活動

1 はじめに

昨年 11月に、中教審教育課程部会から、

これまでの審議のまとめとともに教育課程の

枠組みが示された。現行の指導要領では、小

学校の英語活動は「総合的な学習の時間」の

中で、国際理解教育の一環として扱われてお

り、学習内容、授業時間数等は、各学校の裁

量で実施されている。したがって各学校にお

ける取組には、ぱらつきがあるのが実情であ

るO 教育の機会均等の確保や、中学校との円

滑な接続等の観点から、共通に指導するため

の内容を示す必要が生じたため、総合的な学

習の時間とは別に高学年において、一定の授

業時数(年間35時間、週 lコマ相当)を確

保することとし、教科とは位置付けないこと

が適当であると示されている O

教育課程部会の審議のまとめを受けて、年

度末には新学習指導要領が提示され、 4年後

の2011年度から完全実施となる O 小牧市

内の小学校における英語活動については、平

成20年度、もしくは 21年度までには移行

措置を完了して、高学年では年間 35時間を

確保する方向性が打ち出されており、早期の

渡 j豊明代

意識改革と準備が必要であると考え、 2学期

から実践を積み上げてきた。

2 現行の英語活動における問題点

これまで行ってきたALTを中心とした英

語活動には、大きく 2つの問題点が挙げられ

るO 一つは、現在行っている英語活動に担任

がほとんど関わっていないことと、もう 一つ

は、高学年での活動が難しくなってきている

という点である。

前者では、 35時間のうち、 ALTが配置

されるのが現行通り 16時間とするなら、残

りの 20時間近くは担任が受け持たなければ

ならないが、協力員の支援を得るとしても、

そのプレッシャーは並大抵ではなく、負担と

不安が大きいという点である O

後者における問題点、つまり、ゲームや遊

びを介して楽しみながら英語に親しむ活動は、

中学年(4年生程度)までには効果的であり、

子どもたちも楽しく活動しているが、数年経

験した 5・6年生にとっては、慣れから興味

関心を持続できず、意欲や参加度が低下する

のは事実である O 今のままで高学年の学習意
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欲を刺激する「学びJの本質、つまり、学ん
でいるという実感を持たせるためには、教え

る側に相当な経験と工夫が必要になってくるO

3 GDM教授法の導入に至るまで
私は、昨年の夏期研修でGDM教授法を体

験する機会を得たのをきっかけに、英語活動

にGDMを導入することを考えた。

「小学校の英語活動にGDMを採り入れる
のは無理で、ある」との意見は、もっともなこ

とであるとは思うが、実践することで見えて

くる何かがあるとの思いから、 GDMに取り

組むこととした。幸い平成 19年度当初から、

小牧西中学校の松浦先生が、 三ツ測小学校と

村中小学校で実践されており、手本となる教

材資料、指導過程をお借りすることができた

ことが決心を後押しした。

4 授業実践

子どもたちには 英語の授業でGDM教授

法を取り入れることのねらいを理解させ，授

業を行った。日本語の説明がなく英語で人材、

代名詞のやりとりが始まり、戸惑いを感じて

いたが，子どもの柔軟な姿勢からすぐにとけ

込みを見せ，教師と児童，児童と児童が笑顔

で取り組むことができ，楽しい雰囲気のなか

で行うことができた O 授業の終わりには，

「次は，いつやるの ?Jと言った声が自然と
上がった O 授業を重ねていくにつれ，子ども

たちから英語の授業に対して“NoJapanese!" 

という意識が高まっていった。授業を進めて

いく中で，子どもたちはALTとの授業とは

違う新しい英語活動に対する興味・関心が少

しずつ高くなっていった。

授業後の感想には，

.いろいろな物を使って授業をやるとこ

ろカfおもしろい。

-新しく習ったのは 最初わからないけ

ど，分かつてくると楽しい。

-集中して授業を聴いていたら，あてら

れたときすぐに答えられたので、これか

らも集中して聴いていたい。

-英語って，こんなに楽しいんだと

思った。

という「楽しいjという感想が多かった。し

かじ， 3学期に入り内容がだんだんと難しく

なると，感想、も変わってきた。

-難しくなってきて意味がわからなくて

困ったけど，わかっていくにつれて楽し

くなってきた。

-授業の始めの方はわからなかったけど，

みんなが言うのを聞いていてだんだんわ

かってきた。

-前回の授業はわからなかったけど，今

日の授業でわかったのでうれしかった 0

.テレビのニュースで日産のゴーン社長

が“Thisis my car."と言っている意味

がわかつて，うれしかった 0

・英語を読む宿題が出てから，だんだん

得意になり自信が出てきたO

授業の内容が難しくなってきたが，日常生

活の中の動作が少しずつだが英語で話せるよ

うになり，子どもたちは身近なことを英語で

言うことができることに，英語本来の楽しさ

を見つけているようである O それと同時に子

どもたちが壁にぶつかり苦労している姿も多

く見られる O しかし，その中で互いに学び合

い，わかろうとする姿勢が、授業の至る所で

見られることに子どもたちの大きな成長を感

じた。

5 終わりに

2学期から 5年生3クラスで、 21時間の

英語活動を行った。私も子どもたちも試行錯

誤のなか行ってきたわけだが，一言で言えば，

“考える O 気づく O 学ぶ。"ということを楽

しんできた。 1時間の授業の中で新しいこと

を説明され，ただそれをリビートして暗記す

る従来の形式的な学習ではなく，目の前で起

きている場面を英語で伝えようとする中で，
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“なんて言うのだろう"と思い，考えながら

新しいことを身につけていく O 自分で考えて

いてわからないときに，友達が言っているこ

とを聴いて， “あっ!そうか!"と理解し

たとき，子どもたちが自然、とつぶやく言葉こ

そが，学びであるといえる O また， 1時間の

授業の中で，学習したことがわからなかった

子どももいる O しかし，次の時間，あるいは

その次の時間になってやっと“わかった!" 

といい， うれしそうに私に伝え，授業に参加

する姿に私自身がうれしくなる O

小学生が，英語を書くということは難しい

という考えもあるが，子どもたちは，英語を

書くということに抵抗を感じていないようで

ある O むしろ，英語を書くことができるとい

うことを楽しみ，自慢気である O 小学生にとっ

ては，絵を描くことが楽しく，それを英語で

表現することで，学習した内容が定着できて

いるようである O また、学校公開日に授業公

開を行い、保護者に示したことがその後の推

進におおいに役に立ったことも事実である O

(資料 l参照)

当初は週 1時間程度の授業で、学んだ内容

を定着させることなど、求めていなかったが、

教師側のねらいを感じた児童たちの努力の積

み上げが功を奏し、家庭でも真剣に復習する

など、親を巻き込んで学習する雰囲気を作る

ことカfできている O

l学期はALTの授業で 言われたことを
ただ単にリピートしているという様子だった

が， GDMの英語活動を行うようになってか

らは，考えて自分から積極的に話すようになっ

た。これについて ALTのケビン先生も子
どもたちの変化を感じているようである O

子どもたちの英語学習に対する興味・関心の

大きさに驚くことばかりである O 今後，内容

が更に難しくなっていくが子どもたちの英

語学習に対する意欲を大切にする授業を心が

けていきたい。子どもたちは，日本語の説明

がないので，教師が何を要求しているかが分

からず，困惑することがある。また，間違い

を恐れ，発言する機会を逃している子どもも

少なくない。今後 授業中に自分から進んで

挙手できる場面を作っていくことが大きな課

題となる O

また、中学年までは楽しそうにゲームに取

り組んでいるが、高学年ではゲーム中心の遊

びに興味を示さなくなり、集中しない児童が

目立ったり、英語が身についたと実感できる

習得感がないことに対するものたりなさもあ

るように見られる O 彼らには知的好奇心を刺

激する学びが必要であると感じており、 GD

Mによる学習がそれを補ってくれるものと信

じて進めていきたい。

(小牧市立光ケ丘小学校教諭)

(資料 1)保護者の感想

-最近とても英語に興味を持っている我が子

です。それには、こんな授業の影響があった

のですね。授業は、とても難しくて驚きまし

た。また、難しい授業に真剣に子供達が耳を

傾けているのに驚きました。

-子供達も頭では答えがわかっていてもなか

なか口から英語が出なくてもどかしいようで

したが、それでも一生懸命に伝えようとする

前向きな姿勢は感じることができました。

・授業だけでなく、 家庭でも“NoJapanese" 

の時間が持てるいいと思いました。英語の宿

題も楽しんでやっているようで、英語の授業

は子供にとって楽しいものだなと感じていま

す。
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Gradingの力 Live Iの力
~若くない人たちのくり返しの擦業~

私の持っているクラスのひとつに女性ばか

り10人のクラスがあります。50代が l人、

60代が6人、 70代が3人です。はじめてか

ら6年になります。恵比寿社会保険福祉セン

ターのクラスのひとつとしてはじまり、 3年

目からセンターを離れ自主クラスとして公共

施設を教室として続けています。4年半ぐら

いかかつて Book1とBook2 (p.160まで)を

終わりました。次のテキストとして FirstStep 

in Reading English (by I.A.Richards/Christine 

Gibson)を皆さんに持っていただきました。

これは be動詞の文だけからできており、素敵

な線画が各ページについているEPと同じサ

イズの薄い本です。私はとても好きな本です。

EPで授業したときと同じように livesituation 

からはじめ、写真や線画を使いテキストを読

み、書くこともしながら授業を進めました。

この本は簡単そうですが、 EPで出てきた語

が比験的に広がって使われているところがい

ろいろあり、やさしいばかりではありません。

その後、 EPBook 2の後ろにある AJoumey 

その他を少しやりましたが (pp.l68・187)、そ

の後に続く storyは難しすぎるようなので(以

前同じようなメンバーのクラスで取り上げ私

もleamersもとても不幸な思いをしたことが

あります。)どうしたものかと思いましたOちょ

うど冬だったので、 LAEARNINGTHE ENG 

LISH LANUAGE (LEL) -Book Two Step Twe 

ntyのstoryを取り上げました O はっきりした

絵がついていて言葉も今まで習ったものに少

し新しい語が加わるだけで、ちょっと長くて

読み応えもあると思いましたo 4人の家族の

会話を会話らしく読む練習などもグループを

イ乍ってしました。

Leamersは、はじめ 15人でしたが、ご本

唐木田照代

人や家族が病気になる人がだんだんでできて、

今の 10人になりました。頭の体操の意味で

勉強している人、娘さんがアメリカ人と結婚

して英語が必要になった人、外国旅行によく

出かけるので必要だという人などなどです。

が、皆さんだんだん高齢化してきて、内容が

面白くて易しいテキストが良いといわれ、 L

ELのその storyカfおわったところで、これか

らどんなものをしたいか皆さんに聞きました。

数人から EP1のはじめからもう 一度やりた

いという声がでましたo leamersのほうから

そういう声が出て良かった!と思いました。

教師が繰り返したいと思っても教師の押し付

けではうまくいきません。基本を繰り返しや

りたいという声に他の人も「そうね、いいわj

ということで今年の2月からはじめに戻りま

した。はじめるにあたり全く同じでは飽きる

人がいるかもしれない、力のある人はつまら

なく感じるのじゃないかしらなどなど私は心

配しましたO そこでいろいろやってきてEP1

に戻るのだから少し速いテンポでいこう、そ

のために復習となるようにEPの絵だけのも

のを用意し(注1)、副読本としてHappyReading 

を使って変化をつけようと考えました。

みんな久しぶりで EP1を手にし「あらこ

んなにやさしかったのねJと幸せな気持ちに
なったようでした。

pp.14-16をやる時、毎回授業のはじめには

自分や友達の namecardをテーブル、椅子、

箱、バッグからとって、友達に渡したり、衣

服につけるといつことを take，put， giveの

文を言いながらやっているし、線画の見方に

もなれているから、このへんはみんなにはや

さしいだろうから確認するぐらいでいいだろ

うと、 一度みんなで本を見ながら readingを
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注 l

注2

l帽 1

2-1 

13・1 I 

1斗-1

rせ告¥

IITl 

1-2 

2-2 

13・2I 

14-2 

P 11 
した後、線画だけのものを見てもらい(注 2)

文章を言ってもらおうとしたところすらすら

とはほど遠く、「むずかししづ「なんていえば

いいのjという感じになり、私は「えっ、み

んなどうしたの?Jとび、っくりしました O そ
の時間は私が助け助け何とか線画を読みまし

た。次の時間、私はコートを着、帽子をかぶっ

たまま、みんなの前に立ち、ゆっくり初めて

のクラスに導入するときと同じように、1will 

1-3 1-4 

2-3 2-4 

時|j¥噺

13・3I金 13-斗

を工

豆工

1斗-4

take/am taking/took my hat off my head. を

しました。なるべく私は黙って動作をはっき

りしました。みんなちゃんと言えました。そ

の後自分のコート、マフラ一、帽子など手に

して 2人でペアになって動作しながら take， 

putの文章をいってみました O その間私はみ

んなの中にはいり、 -忘れてしまった人、不完

全な人を助けました O その後、 EPの線画を
一枚ずつ示し、文章を確認、いくつかの文を
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板書し読み、テキストを聞き読み、その後に

線画だけのものを読んでみました。先週より

ず、っ と読めましたが、やはり線画だけを数ペー

ジ分まとめて読むのはやさしくないのがわか

りましたO 授業が終わって帰るとき、「先生

の動作を見ながら言うのはできるjと“ゆっ

くりleamer" の 1人に言われ前回の授業で

rLiveから写真、線画とすすみ文字を読むj

という基本の gradingを飛ばして、 leamersた

ちにわからない、難しいと思わせてしまった

と反省しました O 年齢の高い人たちの週一回

のクラスではたとえ何回目であろうといつも

毎時間 gradingを丁寧に踏まえていくことの

大切さを身にしみて反省、実感しました。

“a"なのか“the"なのかはいつも難しい

ところです。今回の繰り返し授業では leamers

にもこの点に注意がいくように意識していま

す。p23 This is a glass. It is on the table. 

Now坐豆 glassis off the table. The glass 

and the water are on the floor. というのが

ありますが (注 3)、この Theglass and血E

water are on the floor. の文に行く前の live

situationを考えたとき、この通りにはできな

いので trayに少し水をいれた bottleとglass

がのせであるのを見せ leamersが Aglass and 

a bottle are on the tray. Water is in the glass. 

Water is in the bottle.といっている聞にさ

りげなく glassを倒しました。それを見ていた

注3
23 

議
長

一…

J

津一…
f

零
洲
U

…

川

町

比

一

織

刀

F
mF

…

leamersから Theglass and the water are on 

the tray.という文がでて、その後EPの線画
を見て、苦労なしに Theglass and the water 

are on the floor.が言えました。rwaterにも

theがつくのねJと帰りながら口々に言って
いました。その翌週の復習の時には trayに先

週と同じ situationをっくり、 leamersからは

A glass and a bottle are on the tray. Water 

is in the glass. Water is in the bottle. とい

う文が出たところで、数本の花を見せ glass

にさしますよという動作をしました。leamers

治、ら You will put the flowers in the water.と

いう文がでてきました O ここでの theの使い

方がわかったということだと思います。

今2ヶ月くらいたちました。感想、をきいた

ところ、次のようなことが書かれました O

「くり返すことで自然にすらすら読むことが

できたり、イメージすることができて、楽し

い気がする。Jr単語でなくセンテンスが頭に
入ってきます。Jr前よりわかるようになりま
した。Jr文を読むとき、重点をどの単語に置
くか、どこで区切るかなど初めての時より注

意して読むようになったと思う 。Jなど。
くり返しは退屈する人がでるのではないか、

力のある人は不満がでるのではないかと心配

したのは紀憂でした。

少し速いテンポでできるのではと思いまし

たが、 予想したほど速くはできませんO みん

ながよくわかって言葉や文が使えるようになっ

ているのは確かのようです。

この先はまだまだ長い道のりです。どのよ

うになっていくかでしょうか。

今2ヶ月ぐらいたちましたが、 2回目の授

業では前より早くわかるという感想です。

Happy Reading はEPの進度とあわせて利用
していますが、どんどん読めて楽しいようで

す。英語が使えてわかつて楽しいという感じ

をみんなの様子から感じています。

(GDM英語教授法研究会会員)
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吉沢美穂氏「仮定法」の授業を分析する

くはじめに>

GDM英語教授法研究会の代表だった吉沢

美穂氏が亡くなられてから 25年が経つ。ビ

デオに録画されて残っている数少ない授業記

録の一つをここに堀り起こしたい。その上で、

吉沢美穂氏の授業から学べることを分析する。

この授業は 1981年3月14日、東京・新宿

の朝日カルチャーセンターで行われた。受講

生は画面から判断して 10数名といったとこ

ろであろう 。クラスは「基礎英語nIJとい
う名称、である oEngJish Through Pictures Book ! 

の最初から学び始めるクラスが「基礎英語IJ
である oBook !， Book IIを終え、この授業では

Book !IIの 38---39ページを扱っている Oこの

ページの文法としてのポイントは subjunctive

(仮定法)である O

記録の中の小見出しは、読みやすさと分析

の便宜のために記録者がつけたものである。

<授業の記録>

(1)挨拶

教師は、“Goodmoming， every body."と言い、

生徒たちは“Goodmoming， Ms. Y oshizawa. " 

と返す。教師は、“Howare you?" となげか

るO “1 am fine. And you?" “1 am fine. Thank 

you."などのやりとりがある O

(2)数式を使って

教師は、“First，make sentences， please." と

言って、下記の数式の書かれた紙を黒板に貼

るO

aXb=24 

吉沢郁生

一人を指名すると、彼女は“atime b equal 

twenty -four." と言う。教師は‘'Twenty-four."

と確認してから、数式の aを指して、“What

number is a ?"と質問する。指名された生徒

は、 “If a is 1， b is 24." と言うO 教師は手

元のカード (生徒たちの名前が書かれている

カード)をめくりながら、次々に指名して文

を言わせていく 。 “If a is 6， b is 4." “If 

a is 2， b is 12." “If a is 3， b is 8." “Ifa 

is 12. b is 2." “If b is 1. a is 24." “Ifb 

is 12， a is 2."など。つっかえて言い淀んで

いる人には、教師が一緒に文を言っていく O

(ここまで約3分)

(3)赤い箱の中身は?

黒板の紙をはずし、 lつの箱をテーブルの

上に置く 。赤くて立方体に近い箱である。生

徒の方から“Whatis in the box?" “Let me 

see." の発言がある O 教師は生徒を次々と指

名して、いろいろな文を言わせる “What is 

in that box?" .. A red box is on the table. 

“The box which is on the table is red." な

どO

教師が“1will open the box. Then と

言って生徒の視線を集める O “You will see 

what is in the box." と言 うO 生徒たちは

“We will see what is in the box." と言うO

教師は改めて箱を見ながらi “What is in 

this box? Is an apple in the box?" と言う。

教師は手を上げる身ぶりをして、挙手を促す。

中身を推測してみよう、と投げかけたのだが

生徒からは発言がない。教師はさら に “Is 

a pencil in the box?" と言う。一人の生徒が

“Strange things." と言うO 教師は、“Strange
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things!"と受けとめ、 “Is a bottle of whisky 

in the box?" と質問を重ねる。生徒は黙って

いる。考えているのだろう。

教師が言うO “OK. If an apple is in the 

box， you will see it."そして、 “Every body." 

と言って、 全員で言うよう促す。生徒たちは，

If an apple is in the box， you will see it. 

と言う。指名された生徒が、 “If a flower is 

in the box， we will see it."と言う。 “Last 

week Ishikawa-san made a beautiful flower. 

と言うO

教師が“A lot of money?" と投げかける

と、生徒の一人がすかさず、 “N0." と言う。

すぐに教師は、 “No? A lot of money may 

be in the box."と返す。そして生徒の一人

を指名する O その生徒は、 “If there is a lot 

of money in the box， 1 want to have it."と

言うO それを受けて教師は、“OK.1 will give 

it to you." と言うO 笑いが起きる。教師は、

All right. If there is a lot of money in the 

box， 1 will give it to you." と言い、 全員に

言わせるO “If there is a lot of money in the 

box， you will give it... それに混じ って

“1 will give…"とし寸生徒がいるので教師

は、 “No. 1 will give it to you." とその生

徒に向かつて言う。さらに、他の生徒みんな

に向かつて “toyou all"と言う。“Allright. 

If there is a lot of money in the box， 1 will 

give it to all of you."と言う。(写真 1)

さらに “A bottle of whisky?" と言って

男性の一人に問いかける O その生徒は “If 

there is a bottle of whisky in the box， 1 want 

to… take it." 教師は “1 will give it 

to you." と言い、全員に言わせる O “If there 

is a bottle ofwhisky in the box， you will give it to 

him. 

教師は、最初に話題にした appleに戻っ

て“Ifthere is an apple in the box， we will 

see it."と言い、全員に言わせる o (ここまで

約8分)

(4)箱をあけてみたら!

教師は、おもむろに箱のふたをあける。空つ

ぼである O “Oh! Nothing!" と生徒の一人

が言うO 笑いが起きる O 教師は、箱を高く掲

げる (写真 2)0生徒たちは “Nothing is in 

the box." と口 に々言うO

教師は “Nothing is in the box." と確認

してから、“Wesay，‘If there were an apple 

in the box， you would see it.' " と言う

There is nothing in the box， but there were 

an apple in the box， would see it. We would 

see it."と wouldを強調する。生徒たち全員

に言わせる o We would see it.のフレーズだ

け、さらに繰り返させる O

生徒を指名し、他の文を言わせる O その生

徒は“Ifthere were a bottle of whisky in the 

box， you would give it to me. と言う。

“Good." とほめ、全員に言わせる O 新しく
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出てきた語である wouldを印象づけるため、

“1 would， 1 would" と教師は言う O 続けて

Is there a bottle of whisky in the box ? No. 

1 will not give it to him." と説明する O 生徒

を指名して、再度、言わせる。

教師は “A lot of money." と言って、生

徒を指名する O その生徒は言う。 “If there 

were a lot of money in the box， you would 

give it to us." 教師は、全員に言わせる O

教師は生徒を次々に指名して文を言わせて

いく 。 “If there were a cat in the box， we 

would see it." "If there were a cake in the 

box， you would give it to me. "If there 

were a flower in the box， you would see it. 

教師は生徒たちに “Do you see the flower?" 

と質問する O “N0." と生徒たち O “Is the 

flower in the box?"の質問に対して “N0." 

と生徒たち O それを受けて再度、全員に文を

言わせる。 “If there were a flower in the 

box， we would see it." 別の生徒を指名す

ると “If there were chocolate in the box， you 

will …"と言う。教師はすかさず “1 would 

give it to you. Chocolate is not in the box. 

と言って訂正し、全員に正しい文を言わせる。

(ここまで約 13分)

(5)一週間が8日あったら・

教師は話題を変える O “How many days 

are there in a week? "生徒の一人が“Seven

days in a week." と言う O 教師は“Thereare 

seven days in a week'・・.If there were eight 

days in a week， would you be happy?" と言

う。生徒たちは “Yes." と舷いている。教

師は生徒に個別に “Would you be happy?" 

と聞いていく O “If there were eight days in 

a week， 1 would be happy." "1 would be 

unhappy." “1 would be happy." などと生

徒たちは言う O

6名に聞いた後、教師は全員に向かつて

All right. Question. W ould you be happy? 

Would you be happy? If there were eight days in 

a week， would you be happy?" と言う O 全員

に言わせる O その後、 一人の生徒を指名して

その質問を言わせる O “If there were eight 

days in a week， would you be happy?"それ

に対して、教師は自分の立場から “Yes， 1 

would be very happy." と答える O すぐにそ

の生徒が “Why?" と聞く O 教師は “1 will 

make a class for next week" と答える。さ

らに“Mikoda-sanwould be very happy. Would 

you be happy?" と生徒に聞く O “But there 

are seven days in a week， so she is not happy. 

(ここ まで約 15分40秒)

(6)もしも直線だったら

l枚の絵(図1)を黒板に貼る。 “This is 

the picture which is in the book." と言い、

図の中の点 A，Bをt旨しなカすら “This is A. 
This is B."と言う。

“Is it straight?" と質問し、生徒の一人を

指名するO その生徒は “No. It is …waving." 

と言うO 教師は全員に向かつて質問する。

What is the shortest distance between A 

and B? "指名された生徒は“Shortestdistance 

between A and B is a straight line." と答え

る。“Good. A straight line will be the sh 

ortest line." と言ってから、図を指して “Is 

that line straight?" 生徒たちは “N0." と

答える O そこで教師は “If the line were str 

aight， it would be the shortest line between A 

and B." と言うo (ここまで約 17分 10秒)

(7)開いた手のひらに何かある絵

図lの上に重ねて、別の絵(図 2) を貼る O
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生徒を指名する O “She has small ball in 

her hand." と言つので、教師は “OK. This 

is a woman' s hand. She has a small ball."と

言う教師は手のひらの上のものが何かとい

うことにはこだわらず“ Thereis something 

in this hand." と言うO その後、生徒の一人

が “It seems to be a coin to me." と言う 。

(ここまで約 18分30秒)

(8)閉じた手のひらの絵

図2の右横に別の絵(図 3)を貼る。

If she opens her hand， 1 will see something. 

Is there something in her hand? There may 

be something in her hand. There may be nothing 

in her hand." と教師は言 うO 生徒の一人が

“1 do not see what is in her hand."と言う O

教師が“If"と促すとその生は “If there is 

something in her hand， 1 will see it." 教師

はその文を全員で言わせる O 教師は再度この

内容を言って、再度全員で言わせる O

教師は図 2を指して言うO “Something is 

in her hand. 1 see it. Y ou see it." 生徒た

ちは言う。 “Something is in her hand. We 

see it."教師は図 3を指して言う。 “If there 

is something in her hand， we will see it. 

(ここまで約 20分40秒)

(9)開いた手のひらに何もない絵

図3の右横にさらに別の絵 (図 4) を貼る O

“Is there something in her hand?" と質問

すると、生徒たちは “N0." と言うO “明lere

were …"と言いかけた生徒がいるので、教

師はすぐに “If"と言って促す。その生徒

は“Ifthere were something in her hand， 

we would see it."と言うO

教師は全員に向かつて言うO “Nothing is 

in her hand. If there were something in her 

hand， we would see it."全員で言わせる O 教師

は図3を指して言う O “If there is something 

in her hand， we will see it."さらに図 3を指

して言うO “There is something in her hand. 

We see it."ここまで約 22分50秒)

(10)テキス卜ブックを読む

教師は “Page 38." と言って、テキスト

ブック (English Through Picture Book III) 

を聞かせる O “Now take a look at the note 

here." と言っ て、 39ページの脚注を見るよ
うに言う 。 “would"の説明を生徒の一人に

読ませる O

would : if this line from A to B were straight， 

then it would be the shortest distance 

between A and B. But the line is not 

straight. That is why we say were 

and would in this example. 

“Is it clear?"と教師は言ってから、 39ペー
ジの第3パラグラフを指して、生徒の一人に

読ませる。
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Wesay，“If there were something in this 

hand you would see it，" because we know 
that there is nothing in the hand. 

同じ箇所を教師が声に出して読む。そして

生徒の一人に読ませる。 “OK. Next， please." 

と言って生徒を指名し、次のパラグラフを読

ませる O

But with this hand， which is shut， we say， 

“If there is something in this hand you 

will see it." 

教師は、生徒を指名して次のパラグラフを

読ませる O

Now the hand is open. There is something 

in it and you do see it. 
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その生徒は “you do see it."の部分をど

ういう意味だろう、という感じで読んでいた

ので、教師は “You do see it." と do を

強調して発音し “It' s the same as 'You see 

it. ' "と説明する O そして生徒全員に“Now

the hand …"のパラグラフを読ませる O

教師は“Everybody， read these three parts 

again." と指示する O “By yourselves." と言っ

て、各自で読むよう指示する O 生徒たちが読

み終わると、教師は “Is everything clear?" 

と聞く O

(11)食べ物は十分にあるか?

教師は話題を変えて、“isthere enough food 

for everybody in Japan?"と質問する。 “Yes." 

と生徒。教師は “Yes. In Japan we have 

enough food. Good food." と言い、間を置いて

But in the world. In Africa. In other countries. 

Is there enough food for everybody everywhere "? 

と質問する O 生徒たちは “N0." と言う O

教師は、 38ページを見るようにうながす。

教師は第 1パラグラフの下記の部分

If there were enough good food in every 

country every day for every person， 

を読み、生徒に読ませる。続いて文の後半、

would the world be a better place than 

it is? 

を読み、生徒に読ませる O 教師は生徒たちに

The world would be a better place. ... Or ... 

N0." と言い、生徒たちの反応を待つ。“OK.

Give your answer， next time. と言う o 39 

ページの上の部分を指して “Some answers 

are here." と考えるヒントを与える O

(12)再びテキストブックに戻る

テキストブックに戻る o 38ページの第 2

パラグラフを教師が読み、全員に読ませる O

We say，“If there were enough food，" 

not，“If there is enough food，" because 

there is not enough， and we know it. 

その後、生徒の一人を指名し、第 l、第2パ

ラグラフを通して読ませる O

第 2パラグラフ中の were と isの字体が

斜体字(イタリック体)になっていることに
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注目させて教師は“Wereand is are different 

from other words. Form of the letters are 

different. "と説明する O そして wereとisを

やや強調して再度、教師が読み、全員に読ま

せる。

(13)しめくくり

テキストブックを閉じる。 “Do you have 

enough money today? What will you do after 

this class today? If there is ... If you have 

enough money， we will go to the restaurant，" 

と言う 。赤い箱を出して教師は言う 。“Ifthere 

were a lot of money in the box， 1 would give 

it to you." と言い、ふたを開けて “There is 

nothing." と言うO

‘All right. See you again. Good bye." 

“Good bye."で授業が終る。(ここまで約 30

分)

<援業の分析>

まず、これだけの中身が約 30分の中にお

さまっていることに私は驚く。周到に計画さ

れ、進め方のテンポもよいからこそ可能なの

だと思う O 生徒たちには、 GDMの授業でっ

ちかわれた自発性があり、これまでの積み重

ねがうかがわれる。

(1)教師の立ち位置

黒板の前の中央に机が一つ。教師は、生

徒から見て机の左横に立っている O 途中、机

の右横に移動したりもしているが、ほぽ一貫

して左横にいる。大事なのは、教師が不用意

に移動していないということだ。教師が不安

であったり、自分のペースを持てていないと

無意識に体を動かしたり、移動したりするも

のだが、それが見られない。それが授業全体

の落ち着きを作る。

(2) はっきりした身ぶり

“1 will give it to all of you." と言う時は生

徒たちに向かつて両腕を広げている。また、

自分を指す時は、胸のあたりに手のひらをあ

てる O それらの身ぶりは思いつきで行われて

いない。すべて、こういう時はこうすると意

識して行われているが、こなれているので不

自然でない。

(3) 問のとり方とテンポ

例えば、新しく ifを使った文を言う時は、

必ず生徒たちの方を見渡して聞をとってから

発話している O また、生徒たちにいろいろな

発想をうながす所では、聞をとってから生徒

を指名している。

その反面、生徒が言い淀んだり、間違った

文を言った時は、教師はすかさず、言い直さ

せたり、正しい言い方を示している O もたも

たせずに、サッと手をさしのべている。

全員で言わせる時などは、 “All right."と

か “Every body." と言って、スピーデイに

展開している O このようにして、小気味良い

テンポが作られている。

(4)ストレス、イントネーションへの意識

前述の記録には省いたが、 (3)のパートで

生徒が“A red box is on the table." と言う

ところがある O すでに話題になっている箱な

ので、Thered box is on the table.と言うの

が自然、なところだ。教師は、むげにその発言

を訂正することをしていない。 “A red box 

is on the table." とredにストレスを置いて

リピートし、その次に “The red box is on 

the table." と今度は redにはストレスを置

かずに、言い換えている O とっさのこのよう

な対応の時にも、きちんとストレスをきちん

と意識して指導している O

また、 You will see it.の文は、 itにはスト

レスが置かれないが、生徒たちがitを強く言っ

ていると、それを言い直させている o Would 

の発音もしつこく言わせている O 全体的に、

ストレス、イントネーションに対する意識が

高い。

(5) シンプルな道具立て

仮定法を導入するにあたって、使われて

いる素材はとてもシンプルである。
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l 数式を使って if(conditional)のreview

2 箱をイ吏って if(conditional)の review

3 箱をあけて if(subjunctive)の導入

4 一週間が8日あったら、という話題

5 曲線ABが直線だったら、という話題

6 手のひらの絵(何かがのっている)

7 手のひらの絵(とじている)

8 手のひらの絵(何ものっていない)

このうち 5---8はテキストブックにあるもの

である。テキストブック外から持ち込まれて

いるものは 1---4である O そのうち、教具と

しては数式を書いた紙と、赤い箱だけである O

(6)絵を示す順序

前項の 6---8の絵は、テキストブックに出て
くる順序と違っている。テキストブックでは

8→7→6の順になっている O この授業では教

師は、「現実に見えるままを言うJ→「見え
ないことについて、もし?ならと推測して言

う」→「現実に対してそれに反して、もし?

なら…なのに、と言うjという順序で示し

ている O それは、この授業のライブを使つて

の導入に至るプロセスと一致している O

(7)テキストブックの丁寧な扱い

この授業の後半部分は、テキストブックを

読むことにかなりの時間をさいている。生徒

を指名して読ませたり、 全員に一斉に読ませ

たり、教師が範読してリビートさせた り、と

いろいろな方法が使われている O ライブのあ

とをどう展開していくかについて、いろいろ

なヒントを与えてくれる。また、脚注の部分

の扱い、字体の違う部分についての言及など、

実に丁寧な指導がなされていると感心した。

(甲南高等学校・中学校教諭)

GDMの効能と効用

1 G DMと距離感

私は、英語科の教師になろうと思っていま

す。まだ、教員免許は持っていません。教師

デビュー前です。教員免許は英語とともに社

会科も取得する予定です。2008年3月のス
プリングセミナーの発表で、私は社会科教育

法の授業で、行った模擬授業の再現から始めま

した。大学の授業の時に私が他の学生からも

らったコメントを紹介したかったからです。

①「生徒の近くまで来て、質問したり、目を

合わせてもらい、答えやすかった。親近感が

湧いたJ②「教壇を下りて、教師と生徒の距
離を近くすることによって、授業に生徒が入

りやすいと感じたj③ 「楽しそうに授業をす

ることによって、生徒の緊張をなくし、さら

に笑顔を多く使うことによって授業にヲ|き込

まれていきましたJ④ 「生徒への発問が多く

白石亜由子

あり、生徒と先生がみんなで授業をしている

と感じたJ
なかなか良い評価をもらい、 喜んでいまし

たO すると友人が「それはGDMの影響じゃ

ないか。だから、 生徒の近くに行って質問し

たり、話しかけたり、表情の効果も使ってい

るのだjと言うのです。確かにダイレクトに

言語を伝えているわけではありませんが、 G

DM教授法によって付随的に得られるエッセ

ンスを使っていたのです。

2月26日付のデイリーヨミウリに興味深い

記事がありました。英語教育に関する相談コー

ナーへの日本人の英語教師の質問です。要約

すると、「子どもたちは、教師が席に座って

いると注意が散漫になる O だが教室内を動き

回っていると子どもたちはよく話を聞いてい

るO 教師にとってどのような立ち位置が一番
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いいのか」というものです。それに対する回

答は、「日本のたいていの中学、高校、大学

では教室の前で教師が大きな声でどなってい

るようにも聞こえる O しかし、コミュニカテイ

ブな授業を行おうと思うなら、そのスタイル

ではどの年齢層に教えようとも集中力の持続

に無理がある O 教室内を動き回り、距離的に

教師が生徒に近くなること、そして教師の声

が近くなることは生徒に緊張感を与え続けるO

(これは、教師が教室の前に立ち、 一番後ろ

まで聞こえるような大きな声を張り上げる必

要はないということでもあります。)そして、

その距離感では、教師が生徒の領域に入って

きていることや自分たちのことを気にかけて

もらっている、そのようなこともイ云えている

のだ。…もし、教師が授業中長い時間、ある

一定の場所に居続けるのであれば、生徒は自

分の想像の世界を安心して漂ってしまう 。だ

から生徒のそばで働きかけることはとても効

果的で重要なのだ」というものでした。

この回答の中にも GDMのエッセンスが詰

め込まれていると思います。教室を動き回る

ことで、生徒と教師の距離が近くなるのです。

このことは、生徒に親近感、安心感を与えま

す。そして、遠くなる、近くなるのメリハリ

をつけることは、生徒の意識を刺激し続ける

秘訣でもあるといえるでしょう O

2 rわかった」と言わせる綬業
私がGDMに興味を持ったのは以下の理由

からです。児童英語や小学校英語では、その

導入に関してメリットもデメリットも理解し

ている者が行わなくてはならない、と言われ

てきました。そして、歌・チャンツ・ゲーム

などで「英語は楽しい!Jという記憶を海馬
に残すことが大切だ、と強調されてきましたO

私は、そのことについて違和感を覚えました。

楽しいという気分の記憶を残すだけで良いの

でしょうか?せっかく、準備に何時間もかけ、

児童たちも 45分という長い時間を過ごすの

に、そのような気分だけを残す授業でいいの

でしょうか。

昨年初めて 6月の公開セミナーで、松浦さ

んの小学校への出前授業に出会いました。そ

の後、 DVDを見て、やはり「これだ!Jと
思いました。児童たちが目の前で起きている

ことを理解しようと必死なのです。体をねじ

らせて一生懸命になって聞いているのです。

そして、ょうやく理解できると「わかったり

と声を上げるのです。この記憶の残り方は貴

重なものです。

ある授業のとき、生徒が「これって発見学

習だね。Jと言うのです。これは、その子が
自分で学ぶ楽しさを知った瞬間ではないでしょ

うか。せっかくなのだから、たんに気分を残

すのではなく、しっかり内容を記憶して、目

の前にあることを段階をおって英語で言える

ようになること、「わかるJrわからないJ
「わかったjを繰り返して英語の学習をすす

めていくことが重要なのです。GDMの魅力

はまさにその点で、私の違和感を払拭してく

れるのです。

2011年からの小学校での英語活動の必修化

を控えて、小学校の先生方に理解してほしい

事があります。私は大阪の吹田市の小学校へ

インターンシップに 7回ほど行きました O 英

語の授業を見学させていただいたのです。6

年生の最終目標は、「自己紹介をかねて自分

の夢を言えるようになる」ということでした。

内容は、定型の歌・チャンツ・ゲームでした

が、担当の先生が意欲的に英語活動に取り組

み、そのつど目標を定め、毎回の授業作りを

している姿は印象深く残っています。

ところがある時、公開授業が予定され、私

は「英語の授業をして欲しい」と頼まれまし

た。授業参観をかねての公開授業なら、部外

者の私が授業をしても意味がない。非日常を

見せてどうするのだろう O 不信感は募るばか

りです。

そうするうちに、「担任は、みんな素人で
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すから教材もすべて準備してくださいjと言

われました。インターンとして勉強しに行っ

ている私に対しての丸投げは困る、と思いな

がら、使用教材は用意していただくことにな

りましたO

さて、ここからが問題なのです。私に渡さ

れたものは、 Hellosong， Seven stepsそして

picture card (色、果物、動物、それぞれ 10

枚ずつ)。指示されたことは、「最初に歌を 2

曲、私たち(教師3人)が色→果物→動物の

順に絵を見せるから、それを発音してくれた

ら、 45分なんて経つわ。私たちは英語の発音

ができないけど、あなたはできるでしょ ?J
私は困りました。渡されたものの目的が分か

らなかったからです。それを尋ねると、「何

も考えることはない。私たちの指示するよう

にすればいいJと言うのです。しかし、子ど
もたちの興味や好奇心をヲ|く仕掛けが一切あ

りません。それだけの教材であっても、導入

の順番を変えるだけで、習得の効果は狙える

のに、です。年齢に応じて子どもが何に興味

を持つのかをよく知っているはずの教師たち

が、「英語jというだけで、考えることを放

棄して丸投げする。そんな公開授業や授業参

観なら、しないほうがし Eいのではないか、と

思いましたO そのことを(やんわりと)口に

出したところ、「結局、あなたにはできない

のでしょjと断られてしまいました。

私は、これが小学校の現状なのだ、と理解

しました。学校内部での混乱=やってもらえ

そうな人がいれば、ワラをも掴む思いですが

りたい、その人に丸投げしたいという心理が

見えましたor授業の目標は何ですか?Jと
問われても、他の授業のことなら回答できる

のに、英語になった途端に出来なくなる。そ

のような矛盾があるのです。私の今回のイン

ターンシップは残念な結果になりましたが、

今後5、6年生での英語授業の導入でGDM

を取り入れてみてはどうかと思います。歌も

チャンツもゲームも必要ありません。ただ楽

しいだけでなく、彼らの知的好奇心を刺激し

たいと思うからです。

3英語教師と発音

次は「発音」についてです。『英語教育j

誌2008年3月号の「英語教育時評リレ一連

載Jでの、関西大学の静先生の指摘です。今
回の内容は、「現在英語にはさまざまな変種が

存在している Oそのような色々な英語をすべ

て英語として認めようといっWorldEnglishes 

がいかに有難迷惑かJについて書かれたもの
です。さらに、 rGDMで授業をすることは

担任の先生にとっても負担が少ないJという
ことについても考えていきます。

現在英語母語話者数は、 3億 8000万で、

第二言語や公用語として英語を使用する人の

数は、約6億人とも言われています。さらに、

外国語として英語を学ぶものは 10億人にも

及びます。交通、メディア、経済の発達で、

世界は小さくなりつつある O その中で英語が

国際的な共通語として機能していることは言

うまでもありませんO 強調したいのは、これ

からさらにノンネイテイブ同士の英語による

交渉が増えるということです。その状況下で

は、「ネイテイブと話すとき以上に必須ライ

ンをクリアした発音が重要になる O ノンネイ

テイブ同士では文脈活用のトップダウン処理

(人間の記憶に依存して、入ってくる情報を

予想・仮説・期待して処理していくこと)は

期待できないため、発音によるずれが意思疎

通のずれにつながjってしまうのです。

母語につられた日本人っぽさは、アイデン

ティティの保持の点からはいいかもしれませ

んが、最低限クリアすべき発音の規準はあり

ます。GDMでは、ベーシック・イングリッ

シュを使用しているため、限られた 850語の

単語の発音をまずは目標とし習得することが

できればよいのです。現在、小学校教員に対

し英語導入に関するさまざまなアンケートが

行われています。3月8日付の読売新聞では、
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7割以上の小学校教員が、自発的にスクール

に通ったり自習しなくてはならないと不安を

表明しています。とにかく発音研修は必要で

しょう O しかし、 5000語の英単語を美しく

発音することを徹底するのは大変ですが、ベー

シックの 850語なら限られた量なので、なん

とかトレーニングして習得しやすいと思いま

す。負担が少ないからです。これは、リエゾ

ンなど「音のかたまりJ(チャンク)になっ
た場合にも同じことが言えます。限られた語

の音のかたまりを知ればいいので、ここにも

メリ ットがあるのです。ですから、今後小学

校での英語活動の必修化に伴い不安を抱えて

いる小学校の教員にとって、 GDM教授法を

導入することは負担が少なくて済みます。ぜ

ひ活用してほしいです。

4 G DMへの第一歩

最後に、私の研究計画について述べます。

以前にある人から、 rGDMがいいのなら、

どうして広まらないのか?広まらないにはそ

れなりの理由があるだろうJと言われました。
これについて私は、 GDMとあわせて、中学

テキストの導入方法について考えることを提

案します。これは、松浦さんがすでに長年実

践されていることですが、私が考えるのは、

公立中学での教科書内容を念頭に、高校入試

レベルも考慮して、 GDM授業者が共有でき

る教案を作成することです。例えば、「新年

度から取り入れる GDMJというような教材

(教案)を作ろうと考えています。言わば、

GDMで授業をしようと試みる時に過重な時

間と労力を省くためのものです。

私自身まだGDMを深く理解していません

が、生徒たちと一緒に英語の時間を大事にし

たいという思いがあります。教師デビュー前

に勉強することは多くあります。少しでも教

師になった自分自身のためになるように、そ

して生徒たちのためになるよう研究していき

たいと思います。そういう意味で、授業者と

児童・生徒・学生との親近感が増すという、

GDMで授業を展開する時のメリットは重要

だと思います。GDMは、英語を教えながら、

教育の質の向上、特に教師一生徒問、生徒一

生徒聞の信頼関係の構築にもつながる、実は

一石二鳥の教授法なのです。

(関西大学大学院博士課程前期課程)

<参考文献>

THE LANGUAGE CONNECTION 

THE DAILY YOMIURI， February 26， 2008， 

p.l8 

静哲人(2008)r英語教育時評 WorldEnglishes 
でもそんなのカンケーネー!J 
f英語教育J(大修館書店)2008年 3月号
p.41 

コラム「いずみJr読売新聞J2008年3月8
日付

GDMで困っていること

GDMでは，ことばだけの空回りにおちい

ることなく，語と指示物を強力にむすびつけ

ます。これはGDMの良いところですが，そこ

から先へ行かれないひとが多くて困っていま

す。わたしの場合はおとなのやりなおし英語

片桐ユズル

ですからそうなのかまったくはじめからだ

とどうなのか知りませんが，たとえばテーブ

ルの上のボウシを指して

This is a hat. 
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これはそのとおりです。ところが

1 will take a hat off the table. 

1 am takiog a hat off the table. 

1 took a hat off the table. 

A hat is io my haod. 

1 will put a hat 00 my head. 

1 am puttiog a hat 00 my head. 

1 put a hat 00 my heaD. 

A hat is 00 my head. 

いつまでも ahatのままにして，しかも場所

を詳しくつけたまま，だらだらとひきずって

しまいます。

何かひとつのことを言う方法を一度みつけ

ると，ほかの言い方ではいいたくないのです。

おなじ言い方に固執したがる傾向がひとには

あるようです。

1 will put my hat 00 the table. 

1 am puttiog my hat 00 the table. 

1 put my hat 00 the table. 

のようになってしまいます。なかなか

1 am puttiog it 00 the table. 

1 put it here. 

のようにはならないのです。

いいかえて it，hereにするには心的エネル

ギーが必要なのかそれとも詳しくいうこと

カすいいことだという思いがあるのでしょうか?

詳しくいうことにこだわる傾向に足をとら

れると，しばしば BASICにおさまらなくな

ります。すでに英語をかじっている leamers

の場合，はじめのうちは EPで習ったことと，

まだ習っていないことの境界がはっきりして

いますが，先へ進んで既習/未習の区別がぼ

やけてくると，物の名前に細かい区別をした

がるようになります。Questioosの導入以後，

きをつけなくてはなりません。

EPが物の名前を教えないではじまるのは

偉大なことです。物の名前を記憶することイ

コール学習ではありません，というふうに学

習についての態度を変えなくてはなりません。

This is a table. 

This table is here. 

It is here. 

EPl， page 10で，ひとつの絵(ひとつの指示

物)に対して 3つの言い方をたたみかけるの

は，それまで一本指でピアノのメロディをな

ぞFっていたのが 3つの音が同時にひびいて

和音になったょっな快感を味わってほしいも

のです。 しかし本日のターゲットに一発命中

したらそれで安心してしまうひとたちに，強

制しないでここへもってくるのは，どうした

らいいのでしょう?

GDMで困っていること

今、 GDMで大人のクラスを教えていて困っ

ていることは、教師としては BasicEoglishの

みで教えているが、大人の生徒さんからは、

今まで習ってきた FullEoglishがどうしても

多羅深雪

出てしまうことです。私としては EPに沿っ

た文だけを使うことが良いと思っているので

すが、少し日常生活の話題に移ろうとすると、

なかなか正確な英文になりませんoEPで使
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われている BasicEnglishとFullEnglishが混

ざって、おかしな英語になってしまいます。

教師として、 BasicEnglishの勉強をきちん

としていないと、そんな時の大人の生徒さん

のいいたいことを Basicでどう言うかを教え

られるだけの BasicEnglish userになれませ

ん。教室では、 EP以外の BasicEnglishに関

する本を読んでもらうことで、 EPの英語に

目覚めてもらうほかありません。あるいは、

EPの文だけをしっかり習得してもらい、そ

のあとでもう 一度、今までの自分の英語を見

直すことが必要かと思います。これは、大人

でも学生でも、いかに今までの学校や各種学

校での英語が、語棄を文脈から切り離して増

やすことを中心にしてきたことの、あるいは、

文構造の基礎をしっかり学習してこなかった

ことの結果だろうと思います。その意味でも、

GDMの授業は繰り返し続けることが大切で

す。そしてBasicEnglishを身につけるには長

い時間が必要かと思います。

(フェリス女学院大学)

発音指導の指針

伊達民和

(1) EP Book 1中の英文は、シンプルな文構造から成るが、それを sensitに合ったイントネー

ションで発音する際、注意しなければならないことが多い。

イントネーションを語るとき、最も重要なことは核強勢(nucleusstress)である O

Nucleus stress.. .is the most important key to the speaker's intended meaning. It highlights the most 

salient part of the message， indicating where the listener should pay pa口icularattention. 

Jennifer Jenkins， Phonology of EnglIsh as an InterηatIonal Language 

すべての音調単位には少なくとも lつの核強勢があり、そこでイントネーションに目だった

(prominent)変化が起こる O 核強勢の位置は、 neutralな文脈では音調単位(通例、文)の末尾に最

も近い「内容語J(名詞、動詞、形容詞、副詞など)にある O ここで言う neutralとは、特定の感情
や前提条件を含まないという意味である O イントネーションの変化の代表的なものは下降調(¥)

や上昇調(ノ)、下降・上昇調(¥ノ)などである O

核強勢を受ける語は、通常、新情報の中にある O 新情報というのは焦点を受ける部分であり、

通常、話者が場面に初めて導入する語、句、文である O 核強勢は、新情報部の末尾の内容語にあ

るO 従って、以下では races(実際には第 l音節 rac-)に核強勢がある O

Whole clause is ‘new': 

NEW 

(What's on today ?)lwe're going to the Rλces. 

Predication is new 

、BE
J

司
自

i

r
B
E
E

、
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NEW 

(What are we doing today ?) We're 1 going to the Rλces. (2J 

Final adverbial is ‘new': 

NEW 

(Where are we going today ?) We're going Ito the R入ces.

NEW 
「一一一「

( Who 's going to the races ?) 'w主RE'going to the races. 

( Have you decided whether you 're going to the races ? ) 

NEW 
「一一一寸

Yes， we ARE going to the races. 

This is an instance of ‘marked' focus. to which we now tum. 

(3J 

( 4 J 

( 5 J 

(lJ. (2J， (3Jでは、質問内容が互いに違うのにもかかわらず、その返答文では同じ語 (races)

が核強勢を受け、イントネーションも同じになるO

EPには、(4Jと(5Jに見られるような異例なケースが多々ある O 例えば、以下の下線部がそれであ

るO 核強勢が末尾から左の方へ移動している。

① You are¥HERE.¥WE are he陀. (二今a陀 hereは旧情報〔反復語J) 
② These are his¥EARS. Where are ¥HER ears? 

③ He wiII give his hat to the¥MAN. He is¥GIVing his hat to the man. 

He ¥GA VE it to the man. 

④ This is a ¥GLASS. It is on the¥TAble.¥ノNOWI the glass is¥OFF the table. 
⑤ This is a bottle of¥MILK.It is¥COW'Smilk 

⑥ The soup is¥READy. !t is¥GOOD soup. 

以下の下線部でも、対比用法のために、異例な強勢配置になる。その上、通常では l文にlつ

しかない核強勢が、 doublecontrastが関係するので、 2つある。短い文であるが、 2つの音調単位

から成る o 2重対比の例は、 ⑦では【isvs. was】と【handVS. head】である O

⑦ His hat is in his¥HAND. 1t¥WAS I 0n his¥HEAD. 

③ What is the¥TIME? The time is¥TWO.It¥WASI¥ONE. 

It¥WILL bel¥THREE. 

⑨ 1 have出ebook in my¥HAND now. It¥望企SI¥onthe¥SHELF. 

⑩ She went out of the¥ROOM. The door is¥Open now. !t¥WASI¥盟巳壬

⑪ They were at the window. They¥WENT from the window. 

以下は、代名詞の対比用法である O

⑫ She _ WENT with him and ¥HE I went with ¥HER. 

⑬ What does she SEE? She sees¥ME.¥I S伐 ¥HER.

⑭(EP以外から)(i) He is in¥LOVE with her， but¥SHE I isn' t in love with¥HIM. 

(ii) A: 1¥LOVE you. B: And ¥II love ¥YOU (= 1 love you，¥TOO.) 

(iii) The first time they¥ノMET，she didn' t¥LIKE him. And 
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¥HE I didn' t like¥HER. 

核強勢を受ける語から以降の部分は、強勢を抑え気味に発音する必要がある O

(ただし、代名詞の主語に強勢を与えないで、⑫andhe went with HER. /⑬1 see¥HER./'⑬ He 

didn' t like HER.というパターンもあり得る。)

(2)疑問詞疑問文について

まず、多くの日本人が陥っている誤解から始めよう O それは、「疑問詞には強い強勢があるJ
という誤解である O 日本語では、「何を買いましたかJrイ可処へ行きますかJrどうしましたかJ
などでは、文頭の語にアクセントがあるために、Whatdid you buy ? / Whe陀，re you going? / What' s 

the matter?でも、疑問詞を buy，going， matterよりも強く、或いは、同等の強勢を置く傾向が見ら

れる。しかし、文頭の疑問詞は中庸の強勢があるが、通常、核強勢を受けることはない。従って、

文頭の疑問詞は、内容語というよりも、むしろ「強勢を受ける機能語Jと考えるほうが得策であ
るO 実際、JohnWells著 EnglishIntonation (2006: 237)ではそのような扱いになっている o EPか

ら，

① What are ¥THINGS? 

② This is a face. Eyes， nose， and mouth are parts of a face. Which are the ¥EYES? Which is the 

¥NOSE? Which is the ¥MOUTH? 

③ Whois¥THIS? He is John Smith. His name is John Smith. Where is John ¥SMITH? 

④ John went there and got it. / Oh， John! Where did you ¥GET it? 

①~②中の疑問詞疑問文では、核強勢はそれぞれthings，eyes， nose， mouthに置かれることは

容易に判断できる。しかし、③と④の下線部の核強勢配置に疑問を感じる人がいるだろう o John 

Smithが旧情報(導入済みの情報)であるので、 ¥WHEREis John Smith?のほうが適切ではな

いかと思うかもしれない。しかし、実際には Whereis J ohn ¥SMITH?が通常の発音である O ま

た、 getも旧情報(gotに続く語)であるけれども、核強勢を受けて Wheredid you GET it?となる O

このような核強勢配置は論理的には説明ができないので、 intonationidiomと考えられる。中学校

英語検定教科書 NewHorizon 1 には

A: OK， everyone， let' s talk with Bill. 

B: Bill? Who is Bill? 

という対話があるが、やはりCDでは Whois¥BILL?という発音になっている O ¥WHO is Bill? 

という場合は、 whoと他の語 (what，how等)との対比になる。なお、 Bill?Who ¥IS he?は可能

である。

(3) pardon questionにおける疑問詞疑問文

前項では文頭の疑問詞は核強勢を受けることがないと述べたが、例外がある。それは、問われ

た内容の反復を求めたり、反復することによって内容を確認したり、驚きを表したりする pardon

questionである O この場合は、文頭の疑問詞に主塁塑の核強勢が置かれ、文全体が末尾まで上昇

調で言われる O

① What is¥THAT? John' s HAT!ノWHAT is that? (念押し、確認)John' s HAT! 
② John went there and got it. ノWHOgot it? (念押し、確認)JOHN did. 
この文脈では、 Who¥GOT it?はナンセンスである O 類例として、
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A: l' II meet you at eight. 

B:ノWHATtime? (pardon question) 
A: At eight. 

cf. A: l' II meet you at the station. 

B: What ¥TIME? 

(4)疑問調疑問文は、下降調とは限らないo

Pattenu for伊lutitm-flKJTd伊enぬ"，.
NaI溺4l: IWhat is your、name?

I制官制御'll: IWhat is yourρame? 

Rゅωtod:i What泊yourname? / 

¥ 

/ 

W.S. Allen， Living English Speech 

英語教育では、疑問詞疑問文は下降調で発音するように指導されているが、上記の模式図中の

2番目の例が示すように、上昇調も用いられることがある O また、 3番目のパターンは、既に言

及した pardonquestionである。

一般に、下降調は中立的(neutral)とかnormalpatternと呼ばれる。EPでは下降調が無難であるが、

生徒に優しく問いかける場合は、たまには上昇調もいいだろう O

また、 What's that?も以下のパターンがあり、左は ratherserious， business-like questionである、

右は moreinterested， more friendlyである。

h¥ -/ 
*Wb.at's*血at? *What"s会出.at?

1.D. 0' Connor， Better English Pronunciation (new edition) 

(星印脅は強勢を受ける語を示すが、実際には、後のほうが核強勢を受ける o Allenの模式図と

の整合性を考えれば、ドット.ではなく、実線ーにするほうが誤解を防げ、分かりやすい)

なお、疑問詞疑問文における上昇調は、典型的には幼い子どもに対して用いられるパターンであ

るO 従って、大人に対して多用すると、 patronizing(相手を小パカにした)印象を与えるので注意

したい。

(5) He took his hat off.では、核強勢はどこにあるか。① Hetook his HA T off.か、それとも

② He took his hat OFF.か。どちらであるかを決めるのは sensitである O

前回で、核強勢は、通例、音調単位の末尾の内容語に来ると述べたが、それに従えば、 ②が適切

なパターンということになる。では、 ①は、どのような状況で言われるのであろうか。決め手は、

hatの情報的 status、即ち、新情報であるか、或いは、旧情報であるかである。「新情報Jとは、
少々唆昧な概念であるが、談話の流れの中で新たに導入される情報(通常、語、句、文など)のこ

とを意味する o EP中の hetook his hat off.で、は、この文を発する以前に hishatは既に導入済み
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の既知(旧)情報であるので核強勢を受ける資格はない。一方、Whenhe got home， he !ook his HAT 

」主fand'"となる。(hatは、初出の語)同じ発想、が、 Heput the hat on.にも適用される O ただし、

この文自体は EPのp.15にはなく、 Heput his hat on his head. He put it on.となっている。こ

こを言い換えれば、 Heput his hat ON.となる。一方、 Afterbreakfast， he put his HAT on， and left 

home.となるO

以下は、 EP中にあって、 Hetook his hat OFFと対照的な強勢配置の例である。

a. The wind came. It took my HA T off. (p.75) 

b. She will take the apple from the branch. She will put her HAND up. (p.82) 

c. Mary has a potato in her hand. She is taking its SKIN of:f I wi出 aKNlFE. (p.92) 

(これらの場面では、 hat.hand. skinは初出の新情報である O

なお、上記の例文中の末尾の副詞は、内容語であるから中庸の強勢は受ける。決して、

無強勢ではない。ただし、速いスピードで文が言われる場合、 上記の副詞は無強勢になる O

(6) The wind came. My hat went up.では、どの語が最も目だって発音されるか。換言すれば、

どの語が核強勢を受けるか。sensitを考慮しないで機械的に発音すれば、Thewind CAME. My h 

at went UP.となるだろうが、実際は、 The¥WINDcame. My hat went¥UP.である O 後者の文に

関しては、 当該のページ(p.76)では hatの概念は既に導入されており、 wentupだけが新情報であ

るので、誰も迷うことはないだろう O 一方、前者では、 windとcameupは共に初出の内容語で

あり、意味的には同等の重要度があるにもかかわらず、名詞主語が優先されて核強勢を受ける O

一般的に、イントネーションと核強勢を考える際の鉄則は、「名詞優先Jである O 言い換えると、
内容語群には、核強勢を受け易い序列があり、 最優先されるのは名詞(但し、新情報の名詞)であ

る。そうなると、「核強勢の位置は、通例、 neutralな文脈では音調単位(通例、文)の末尾に最

も近い内容語にある。Jというのは単なる傾向にすぎず、この規則が通用しない例外的ケースも
あるということになる O その典型的なケースがeventsentence (1出来事文J)である o event senten 

ceの基本概念は、 appearance，disappearance， misfortuneなどを伝える第l文型(S+V)の坐土盟主sente

nceである。従って、 The¥WIND came. ( I風が突然に起こったJは、 eventsentenceである O
また、もしhatも初出諾であったら、 The¥HATwent up.となる O

Notice how the noun takes the stress， even though the 
verb is equaUy important. Really， of course， both the 
noun andthe verb are new information， but the noun is 
stressed. Here thev are again: 

Mγw~ch国5Stopped.， 
平M ~in'5 coming.鎗

下~Sbrγscome out. 

E空i<at也3回li盟 ..
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And if you can smell burning toast? 

利引ぬ~t'sburning!灘

And if you can hear: ttelephoneげngs):.

芋削除lephone'sringingl 

Of cour鉛， you can atso say: 

τ~3拘蜘phone.

Ian Thomp駒 n，ln如'nstion丹羽ctice

(7) (i) She will be with the boy at the window. 

(ii) She will be with him at the window. (p.37) 

(iii)She is with him at the window. He is with her at the window. 

実は、これらの文は、自然なリズムで読むことは難しい。なぜなら、リズム強勢を

受ける内容語が少ないからである O それでも、 (i)の場合は、中間に内容語boyがあるので、なん

とか英語らしいリスムに乗せることができるだろう O

She will be with the *boy at the *win -dow. 

しかし、 (ii)は、機能語が満載の文である O この文は、どのように発音すれば、英語らしくなるの

だろうか。言い換えれば、 native speakersはどのようなリズムで発音するだろうか。一般論を言

えば、いわゆる naturalspeedでは機能語が連続している箇所は、弱く速く発音される傾向がある O

例えば、 1*met him at the *station. 

しかし、(ii)のような文中にある willbe with him at出eをすべて弱く速く発音することはあり得

ないし、しかも文全体がリズムに乗らない。解決策は、中間にある withにリズム強勢を与えて、

*She will be *with him at the *win -dow.と発音すればよい。類例を挙げよう O

a. Hello. I'm *glad to be *with you to*day. (withが核強勢を受ける)

b. (Where is the police station?) It is *down the *street. 

c. (Whe陀 islohn?) He is *at the *door. 

aでは、必ず withが強勢を受けるが、 bとCでは前置詞が強勢を受けるのは盟也旦lである O し
かし、強勢があるほうが英語らしいリズムに乗る。EPでは、

This is my hat. 1is in my hand. (p.ll) 

百latis your hat. !t is on the table: (p.l3) 

百leman went to his house. He is at the door(p.29) 

注:但し、会話などで速いスピードでは無強勢になる傾向がある。

などカfある O

注意しなければならないことは、前置詞を後続の内容語よりも目だって発音すると、他の前置

詞との対比になるので、中庸程度の強勢にとどめておくべきである O 百lisis a GLASS. It is on 

the TAble. Now the glass is OFF the table: (p. 23)では、 offはリズム強勢ではなく、核強勢を

受ける O
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蛇足なるが、(i)の Shewill be with the boy at the window.には、他の発音方法があるO それは、

beにも強勢をおくことによって、全体を更にリズミカルにする。即ち、

She will *be with the *boy at the *win -dow. ( win-に核強勢が来る)

となる。しかし、(ii)のShewill be with him at the window.で、は、 beはリズム強勢を受けない。

なぜなら直後の withが強勢を受けるからである。その理由は、英語では強勢音節が続くのを嫌う

からである。

(プール学院大学教授)

GDMを紹介するための文献

GDM教授法についての小高一夫さんによる論文です。外部の人たちに GDMを紹介するのに

とても良い文献です。

・小高一夫『日本語母語者のための英語教育j(35ページ) 800円

-小高一夫 f英語の基本を教えるための、授業の基本J(53ページ)1000円
申込・問合せ:片桐ユズル

Tel/Fax: 075-712-1951 E-mail: yuzuru@kyoto-seika.ac.jp 

編集を終えて

小学校での英語活動の必修化をひかえ、 GDMを取り入れる試みが始まっている O 前号の News

Bulletinでの松川和子さんの報告に続いて、今回は愛知県小牧市での松浦克己さんの取り組みを

取り上げた。松川さんによる授業記録の中で松浦さんは、「分からないことは悪いことではない

よo • • • r分からんjなんでだろうな。そういった『分からんJをみんなで出し合ってわかる
ようになるといいよね。そういうのが勉強だからね。jと子どもたちに語っている。分からない

とすぐにイヤになるという傾向の子どもたちにとって、分からない時に立ち止まって考えてみる

という態度は、とても大切だ。そして GDMの授業はこの態度によって支えられている O 日本語

をなかだちとせず、 SEN-SITによる一連の situationによって、コトパと指示物の関係をわからせ

ていくというシステムは、そのような能動的な態度を学習者に要求する O 私が、高校生を相手に

GDMで教え始めた頃、「このやり方だと、考えなきゃならないじゃない!Jと悲鳴を上げた生徒
がいた。それまでは先生の言う通り繰り返し、先生の板書をそのまま写していればよかったのに・.

・と言うのだ。その通り、 GDMではぎくしゃくしながら自分の頭で考えなければならないので

ある O そのプロセスは、生徒の年齢、クラスサイズなどによって一様で、はない。今回は、唐木田

さんによる高齢者の人のクラスでの実践報告、 25年以上前の吉沢美穂氏による大人のクラスの授

業記録もおさめた。授業の勘所を伝えるべく工夫はしたが、紙幅の関係もあり、また、文字によ

る記録の限界もある O ぜひ、実際の授業を見学するとか、研究会やセミナーで模擬授業を体験す

るとかして、 GDMを直接経験してほしいと思う o (吉沢郁生)
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.2006年
8 月 13 日 ~16 日

9月23日

10月28日

11月26日

12月23日(土)

.2007年
1月7日

2月10日

3月10日

4月28日

4月22日

5月12日

。。。東日本支部活動報告。。。

(2006年8月-2007年7月)

夏期英語教授法セミナー 日本 YMCA東山荘

月例会 目黒区田道住区センタ一三田分室

デモ 1. GDM小学生クラスの教案と一時間目の授業

2. GDMによる模擬授業

BE学会研究大会 三田福祉会館

トーク LET IT BE 牧雅夫

トーク 意味の余剰と BASICENGLISH 後藤寛

討議 「小学校に英語が・ ・.J 報告:服部正子

授業:竹内久枝

月例会 三田福祉会館

デモ GDM小学生クラスの教案と授業 新井等、加藤准子

月例会 目黒区田道住区センター

デモ GDM小学生クラスの教案と授業 黒瀬るみ

月例会 三田福祉会館

デモ take 田崎恵子

トーク 小規模中学校での GDM実践 向井洋

BEワークショ ップ 浜京(横浜市教職員互助会)

トーク “REBECCA" by Daphne du MaurierをBasicEnglish 

で読みましょう 菅生由紀子

トーク Basic Englishで話しましょう (参加者全員で)

月例会 新橋区民会館

デモ Where? 小学6年生(3名)のクラス 大野晴美

トーク Bible in Basic English 箕田兵衛

月例会 神奈川県民センター

デモ m，on 田崎郁子

トーク 未来の外国語教育と GDM 中山滋樹

月例会 渋谷区新橋区民会館

デモ If 加藤准子

トーク 大人のクラスと GDM 多羅深雪

6月16日 第50回GDM英語教授法公開講演会すみだ産業会館9F

1.授業体験 ・ 英語以外の外国語

授業の第一歩から

2.現場からの体験報告 小学校のクラブ活動、中学校、カルチャーセンター

3.講演 GDMの本質一大学での体験をまじえて

7月21日

会品
。
食
巾部支

会

本

例

モ

日

月

デ

東

目黒区田道住区センタ一三田分室

EPII P.34あたり 植田恵子
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.2006年

9月24日

10月21日

10月28日

11月23日

12月17日

.2007年

1月27日

2月24日

3月17日、 18日

4月22日

5月19日

6月23日

7月22日

。.。西日本支部活動報告。。。

(2006年9月-2007年7月)

ム
Z

A

E

例

モ

書

月

デ

読

大阪市立総合生涯学習センタ-

make (EP Bookl p.91) 

『書き・話す英語のキーワード850J

河村有里子

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ seem (EP Book2 p.l 03) 

読書会 『書き・話す英語のキーワード850J

発音トレーニング "Talk in Basic English" 

ベーシック・イングリッシュ学会研究大会と合同 東京・三田福祉会館

初級セミナ一 大阪市立弁天町市民学習センター

麻田暁枝

月例会

デモ

読書会

発音トレーニング

大阪市立総合生涯学習センタ-

how (EP 2 p.lll) 

here， there. (Bookl pp.4-6) 

f書き・話す英語のキーワード850J

Talk in Basic English 

松川和子

山崎典子

月例会 大阪市立総合生涯学習センタ-

keep (EP Bookl p.96) 

f書き ・話す英語のキーワード850J

“Talk in Basic English" 

大阪市立弁天町市民学習センタ-

because (EP Book 2 p.55) 

f書き・話す英語のキーワード850J

此枝洋子

デモ 回附則子

読書会

発音トレーニング

ム

冨

ム

一

品

例

モ

書

月

デ

読

発音トレーニング “Talk in Basic English" 

初級・中級セミナー inKyoto /月例会 ザ・パレスサイドホテル(京都)

ク

会

会

モ

一

例

モ

書

デ

ト

月

デ

読

“What question， Yes-No question" (Bookl p.30) 麻田暁枝

英語で考え、発話ができる子どもを育てよう 松川和子

大阪市立総合生涯学習センター

Who? (EP Book lp.58) 河村有里子

『書き・話す英語のキーワード850J

“Talk in Basic English" 

大阪市立総合生涯学習センター

Passive (EP Book 2 p.l 54 ~ p.l 56) 麻田暁枝

『書き・話す英語のキーワード850J

発音トレーニング

ム
お

A
E

例

モ

書

月

デ

読

発音とレーニング “Talk in Basic English" 

GDM公開セミナー inNagoya 名古屋YWCA

1.講演 「しずかにゆっくり、そしてくっきりとJ

2.体験授業 ftakeを3時制で教える」

3.実践報告 「楽しく学べる公立小学校の英語活動」

月例会 大阪市立総合生涯学習センター

デモ education (EP Book 2 p.l8) 

西日本支部総会

新井 等

斎藤直美

松浦克己

松川和子
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